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lま じ め

この調査報告書は、佐賀県農業基盤整備事業の施行に先行して昭和51年度に国庫

補助金を得て実施した文化財確認調査の記録でありまして、第 I部は、文化財が確

認されなかった地区を中心に概観し、第 2部は土生遺跡群、第 3部を東宇木遺跡、と

してまとめたものであります。

土生遺跡は国指定史跡地を包含するものでありますが、前固までの調査に倍して

貴重な資料の出土があり、弥生文化の究明に必ずや期すものがあろうかと存じます。

また、土生遺跡あよび土生遺跡に北接する土生B遺跡は計画水路等を除き、保存

される処置が講ぜられたことは文化財保護の立場から誠に喜ばしい限りでありまし

て、県農地林務部をはじめとする関係機関のご協力に対し厚くお礼申し上げます。

また、本報告書がより多くの方々にご活用いただけることを願ってやみません。

なお、本書の刊行にあたり調査・整理および執筆を担当された方々にも感謝申し

上げます。

昭和52年3月31日

佐賀県教育委員会

教育長池田武生
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I 農業基盤整備事業に

係る埋蔵文化財の調査

1.圃場整備事業と埋蔵文化財

県内における圃場整備事業は、昭和40年度から始まり、年々その施行地区・面積が増

大している。対象面積は、県営、団体営地区あわせて 3万haを超え、県内水田面積の60

%、奈良時代の条呈制施行以来の一大土地改革事業である。

圃場整備事業と埋蔵文化財との関係は、昭和46年三日月町土生における鉱害復旧工事

中に遺跡が発見されて以来である。従来の農業開発が干拓と、傾斜地農業振興策として

の密柑園造成であり、山麓部、段丘の開拓は、弥生 ・古墳時代の諸遺跡に壊滅的打撃を

与えた。 一般の開発と異なり、農業サイドの開発は県内全域に渡り実施される。土生遺

跡の発見は、圃場整備事業が、平坦部に存在する遺跡の面的破壊の因という 認識を保護

部局に焼付けた。昭和48年度より鏡久里地区の圃場整備事業が実施されるという計画に

対応して、事業に先行した調査を昭和47年度から実施、昭和49年度に三日月北部地区を

組み入れ、昭和50年度には小城地区を合せ県内 3地区の確認および本調査を実施してき

た。

調査に伴う費用は、事業側で負担してきたが、農民負担分について地元から不満がで

ていた。そのため、文化庁と農林省との協議により文化財の確認調査については、保護

担当部局が負担する(協議事項 I一(4))という合意に達した。そして本年度からは県内

全域へと確認調査を拡大しつつある 。

2.確認調査の仕方

岡場整備事業の工事工程には、通年施工と秋工事、春工事がある。通年施工とは、裏

作(麦、タバコ、野菜、ハウス栽培等)終了後の梅雨あけに工事発注されるもので、水

稲耕作を休耕するものである。秋工事とは、水稲耕作終了をまって行なうものである。

そして、春工事は水稲耕作前に、前年実施した地区の仕上げ工事である。

確認調査は、この工程の違いにより、試掘方法に充分な配慮をし、地元農家の理解が

得 られるように行なう必要がある。以下その方法を記す。

秋 工事区 通年施工区

1.試掘地点 2伽1方眼状を原則とする 同 左

2.試掘形状 2 Xl. 5m 同 左

3.試掘深さ
当地区の遺構レベルの確認

同 .左
切土厚を参考に決定

4.試掘方法 耕土、心土を分けて掘る 必 要 な し
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雨天、その翌日は避けた方
作業にきたさないなら決行5.天 f侯

がよい

心土以下は30cm厚で、埋め振

6.埋 庚
動コンパクターランマ一、

別になし
人カタコ等を用いて充分に

転圧をする。

秋工事区の確認調査では、埋戻に充分な配慮を要する。これは、試掘調査により耕盤

が破砕されたり、地下水住より深く掘る為、湧水を伴なったりする。その場合、安易に

埋戻を行なうと、地盤が軟弱となり、耕転に際して農業機械が試掘個所に落込むことに

なる。埋戻には、以上の点を考慮して、転圧により耕盤をつくりなおさねばならない。

次に圃場整備事業には、 「表土扱」を行なう地区と行なわない地区とがある。表土扱

とは整地工事によって、耕作土が15cmを保つことができない場合行なうもので、表土を

集めておいてそれ以下を整地する方法である。表土扱をしない地区とは、おおむね国鉄

長崎本線を境にそれより下の地区である。そこでは、水路敷以外には埋蔵文化財の破壊

は生ぜず、線的作業の調査で済む。しかし、それ以北から山麓までは、水田聞の落差が

顕著となり、表土扱が必要となる。この場合、切土部に存在する遺構は面的に破壊をう

け、盛土部に遺構が残るものの、遺跡の性格を知ることは困難になる。そのため、表土

扱を行なう地区は、切土高に至る迄の遺構の有無を事業が行なわれる前に全面的に確認

調査を行ない、保護処置について事業担当側と協議をしなければならない。本年度実施

した地区で佐賀東部の三田川、神埼、三養基西部、三根西では水路敷の調査を行ない、

その他は、地区全面にわたる調査であった。

3.調査の原則

確認調査|

圃場整備事業年次計画に対応して行なう。

設計協議|

事業地区内で確認された遺跡について、調査方法、保存方法、工事方法等、事

前に検討する。

本格発掘調査|

工事上やむなく破壊される遺跡に対しては、事業の進行に支障なく発掘調査を

行なう。

費用負担については、文化庁 農林省の協議事項により、確認調査費を県教育委員会

直営事業費(国庫す)として計上している O 本年度確認調査費として、 1，800万計上し

ている。

-4-



ミ講ぺjJ;::つ手
、イにームト“

r 町ざ
九 JjfAJJJ:jp
:4211l可JU:

rJ);f 
Uζjりふ凶 J 5 .- γ10 

弘
iJ 
;;>> 

r:l¥¥ 

凡例

圃場整備終了地区

。

m
 

k
 

k
u
-
-

4
E
a

・ イシ

第 l図県内圃場整備地区全図

-5-





4.発掘調査団

農業構造基盤 圃場整備事業に係る埋蔵文化財の発掘調査は、佐賀県教育委員会が

担当し、事務局を文化課において実施された。発掘調査団は次のとおり編成された。

調査主任 木下 巧 県教委文化課文化財調査係

調査員 服部二朗

イシ

調査補助員

協力

原田保則

森 繁晴

ク 嘱託

農地林務部農地整備課・各農林事務所・市町村教育委員会 ・各土地改

良区事務所
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E 佐賀東部地区

1 .佐賀東部地区

脊振山地を源とする、寒水川、田手川、城原川の主要三河川の浸蝕による三神段丘の

うち、高位段丘は佐賀平坦部に長く尾根状にのび、その中、低位段丘面は広くなり、そ

の南縁は、標高 5m付近であるが、沖積世の海進海退によりその境は不明瞭とな ってい

る。

山麓、段丘部には、縄文時代から歴史時代に渡り数多くの遺跡が知られている 。 とり

わけ上峰村の屋形原から坊所へかけてのびる最も大きな段丘には、二塚山遺跡、旧陸軍

飛行場整地時に消滅した 6基の前方後円墳を含む目達原古墳群があり、この地一帯が弥

生時代から古墳時代にかけて文化の一大中心地であ ったことを示す。また、これらの段

丘縁辺部は、現在水田として利用されているが、丘陵に比べて遺跡の所在が判明してお

らず、今後の調査が期待される。

なお、平坦部には、北茂安町から佐賀市へかけて、弥生時代の貝塚が帯状に埋蔵され

ている。これは、当時の海岸線の状況、漁携摺俗を知るうえで重要な遺跡である。そし

て、佐賀平野開発を物語る、神埼を中心とした条理制遺構や、中世の荘園、近世のクリ

ークや農業諸施設も見逃しではならない遺跡である。

2.三田川地区

所在地 神埼郡三田川町大字国手字力団

面積 41ha 

試掘数 73ケ所(水路敷のみ)

期間 昭和51年5月10日-18日

田手川左岸標高 8mの三角洲性低地にある。当

地区は各水田聞の差はほとんどないため、水路予

定線について、確認調査を行なった。その結果、

右図に代表されるように耕作土下の状況は、砂層

と粘土層が入り混り、 160cm以下は、黒色粘土の

厚い堆積層が存在 している。この層中には、ア シ

のような、湿原状態を示す植物遺物が存在してい

た。他の層における遺物の包含は認められなかっ

た。なお、現況地形からは、 当地区に条理制がし

かれていたことを示すような地割が残存している

ヵヘ明石室にはできなかった。
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ムQ. 6黒褐色砂質

土層

7.黒色粘土層

第 3図土層図(1)



(
耕
作
土

(
耕
作
土

1暗茶灰

色粘質

土層
2.時青灰

色粘質

土層
3.茶灰色

砂質土

層
4.暗茶栂

色粘土

層
5.黒色粘

土層

。

0.5 

No.3地点

2 

3 

4 

5 

神埼郡神埼町猪面

49ヶF庁

昭和51年 11 月 24 日 ~31 日

16ha 

3.神埼地区

所在地

面積

試掘数

期間

1暗茶褐

色粘質

土層
2.時青灰

色事占質

土層
3.茶褐色

砂層

。No.3U也点

1
2
3
一4
一5

城原川右岸の国鉄長崎本線と、県道小城~北茂

安線にはさまれる三角形地帯で、この付近を標高

5mラインが通る。一帯は、低平で、水田聞の落差

がほとんどないため、水路敷だけの調査を行なっ

た。調査結果は、右に代表されるような地層断面

をなし、当地は城原川の氾濫による砂層と、湿原

状態だったことを示す厚い黒泥とが堆積しており、

遺構、遺物は確認できなかった。 0.5 

6 

土層図(2)第4図4.東脊振地区

1.淡燈色土層

(耕作土)
2.黒色土層
3.暗褐色粘質

土層
4 

質土層
5.茶褐色土層

6.時茶灰色

砂質土層

1.>>青青灰色粘

土層(耕作

土)
2.暗茶灰色土

層
3.茶灰色土層

4.淡黄土色砂

層
5灰茶色砂質

土層
6.時育灰色砂

層

7.白茶色砂層

8黒補色粘土

層
9.賞灰色砂層

10.黒色粘土層

11.1培緑灰色砂

層
12.黒色粘土層

第 5図土層図(3)

No.28地点(畑) 。
東脊振村三津庄尾分

0.5 

l
-
2
-
3
一4r
5
~
6

3 ha 

66ケ戸庁

昭和51年 11 月 15 日 ~25 日

所在地

面積

試掘数

朝間

。

0.5 

1.5 

2.0 

1.0 

No.53t也点、 (田)
神埼町志波屋から三田川町吉野ケ里へとのびる

段丘の東側に小規模の段丘がある。田手川の支流

西光寺川によるものであり、 三神段丘の中位に属

し、水田と樹園地に利用されている。工事の対象

となったのは、西光寺川右岸ぞい標高25m~30m 

にわたる狭小な水田地帯である。吉野ケ里へと続

く丘陵の随所には、弥生から古墳時代にかけての

墳墓を主体とした多くの遺跡が在り、 当地区内に

おいて遺跡の存在が予想された。調査の結果、砂

質土と粘質土とが互層をなしており 、遺物の包含

層や遺構の所在は確認できなかった。しかし、西

側のさらに高い段丘の樹園地内には、饗棺が埋蔵

-10-

されている。



5.三養基西部地区

所在地 三養基郡上峰村野間口

面積 25ha 

試掘数 43ケ所

期間 昭和51年5月31日-6月 5日

三根西市武地区と隣接しており、地区内の水路

敷部分について実施した。その結果、黒色系の粘

土層及びその下部に緑灰色の粘土層が堆積してい

た。遺構、遺物の所在は確認できなかった。

6.三根西地区

所在地

面積

試掘数

期間

三養基郡三根町大坂聞及び市武

市武12ha 大坂間13ha

77ケ所 (水路敷)

昭和51年 1月13日-18日

本年度より着工される地区で、三根町の西半分

536haを対象としている。当地区には、クリーク

が縦横にめぐらされており 、計画水路は、その統

廃合を意図し、幹線水路は、貯水池的役割をもつ

ため幅10mをこす。三根町には貝塚線が知られて

いるが、未だ明確ではな い。本年実施した地区で

は右のような土層を示し、貝塚その他の遺構は確

認 しえなかった。

2 

3 

4 

5 

市武

2 
3 

4 

大坂間
ーぷー

2 

3 

。
1.耕作土
2.茶褐色土層
3.黒色泥土層

4L42黒創占土

1.0 

5.緑灰色粘土

層

第 6図土層図(4)

。
1.耕作土
2.制色粘土層
3.黒色粘土層

0.5 4.賀補色粘土
一一一 層

。

Jt漸次

??灰色粘土層

1耕作土
2.灰術色粘土

~ 
3.緑灰色粘土

ムL 府

第 7図土層図(5)



凡

畿 圏場整備完了地区l

実施地区

E 佐賀西部地区

1 .晴田南部地区

所在地 小城郡小城町畑田鷺ノ原、寺浦、宿

面積 20ha 

試掘数 385ケ所

期間 昭和51年4月12日-5月14日 12月12日-1月20日

佐賀平野の西北部に位置する当地区は、脊振山地の秀峰天山(標高 1，046m)から流

下する晴気川がつくる扇状地の扇頂部であり、標高20m-40mに展開する、狭小な水田

地帯である。昭和50年度から当地区41haを対象に小城町営圃場整備事業が実施されてい

る。この地区内には、暗田小学校校庭遺跡、宿遺跡、の弥生時代墓地が営なまれ、周辺に

は、山麓部の古墳群、寺浦廃寺跡が知られている。 50年度実施地区では、晴回小学校校

庭遺跡の北限と、寺浦廃寺下一帯の弥生住居並止を確認 した。本年度は、寺浦東の鷺ノ原

地区と晴気川両岸、計20haが実施されることになり、確認調査の結果、晴田小学校校庭

遺跡の西北端部が確認された。

つ』



佐賀南部地区

武雄市朝日町大字中野字黒尾、中期、川上

22ha 

N 

339ケpJT

昭和51年 6 月 7 日 ~14 日

1 .武雄地区

所在地

面積

試掘数

期間 26 日 ~28 日7 月 6 日 ~14 日

10月 25 日 ~11 月 8 日

八幡岳山系の徳蓮岳 (444m)、黒尾山 (264m)、柏岳 (239m) を、繁昌川、 杉ノ

岳川等が流下し、武雄市朝日町中野地内で高橋川となる。これはさらに武雄川、潮見川

と合流し六角川となり、白石平野を大きく蛇行して有明海へと注ぐ。確認調査の対象と

なった地域は、高橋川が、その上流の山地谷底を埋積した谷底平野であり、 一部段丘も

含んでいる。当地区周辺の山麓、小丘陵には、 先土器から歴史時代にわたる数多くの遺

跡が知られている。縄文時代の遺跡は、黒尾神社付近、中野笹尾山周辺、武雄町富岡の

，¥、
¥ 

第9図

Jl 

談 開場整備完了地区

武雄周辺図

例

実施地区// 

永池古墳

椛島山遺跡

勇猛山古墳群

かぶと塚古墳

円
ペ
リ

⑬
⑭
⑮
⑮
 

東宮裾遺跡

北上滝支石墓

上j竜遺物散布地

久津具遺跡

鳴瀬古墳群

納 手遺 跡

⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
 

鬼 塚 古 墳

司宮古墳

黒尾神社遺跡

笹尾山遺跡

祇国社遺跡

須恵器窯跡

①
②
③
④
⑤
⑥
 



杉ノ岳No.l71地点

1耕作土
2.淡黄褐色土

2 層

3.明灰粘土層
3 1 4.黄褐色土層

5.青灰色粘土

5 層
6 寸 6.灰色粘土層

(機含)

黒尾No.12地点

...:L 
1.耕作土
2.黒灰色土層
3.青灰色粘質

土層
4.機昆茶灰色

砂層

-一
2
-
3
-
4

第10図土層図1(6)

2.馬ノ谷遺跡

抵園山一帯に分布している。弥生時代の遺跡は、朝日

ダム周辺から支石墓、窒桔内出土の細形銅剣、北方町

東官裾嚢棺遺跡の巴型銅器、同町樺島山遺跡から素環

頭万子、内行花文明光鏡等、橘町上野の粘土採土場か

ら中広形銅鉾等の出土が知られている。古墳時代には、

山麓、丘陵上に多くの古墳群が造営されたが、蜜柑園

開拓によりそのほとんどが姿を消した。弥生古墳両時

代とも墳墓の所在はよく知られているが、当時の生活

跡に関しては、未だ判然としておらず丘陵縁辺、低地

にその所在が予想される。

本年度調査した杉ノ丘地区では、左図のような、黄

色系の磯を多く含んだ粘土層が広く分布している。黒

尾周辺の高橋川右岸では砂質土の堆積が著しい。両地

区とも、地表面の遺物散布は認められたが、遺構、遺

物の所在は確認できなかった。馬ノ谷地区でも杉ノ岳

地区と同様な地層であった。ここでは、ーケ所で集石

に土器の混在した遺構が確認された。(服部二朗)

黒尾神社東側の手交丘を利用した標高20mの狭小な水田で確認された。

遺構(第12図図版)

約32ぱの水田に 2本のトレン

チを直交させ、遺構とその範囲

を確認した。

遺構は集石で、それに混在し

た形で土器片の出土があった。

集石遺構は大小さまざまの礁

が4X2m程の範囲で並び、西

側より土師器壷が底部を欠損し

た状態で出土した。これは、現

在の表土下20cmが耕作土として

利用されたためかと思われる。

土器片は、殆んど全てが土師器

であると 考えられる。

遺物(第13図)

壷形土器 (第13図 l 図版10)

14-



O 1m 

第12図 集石遺構
りしたものと思われ、刷毛目のあ

と撫調整で刷毛目を消し、内外面とも磨研されているようである。 3は口縁がやや外反

する形態である。脚部外面はへラ削り、杯部内面底の部分には刷毛目が残る。胎土は赤

褐色で砂粒を含まず精轍であって、赤褐色を呈する。(原田保則)

m
 

0
4
t
 

2~-1 イ
第13図土器
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第 1 部
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佐
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系
教
育
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文
化
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1.三田川力団(田子川より)

2.神埼猪面(国鉄高架上より)

円
吋
U

1
i
 



3.東脊振村

三養基西部(三根町境より)

-20-



5.三根西・大坂間(切通川堤より)

6.晴田南部

つω



7.武雄東部遠景(朝日小学校付近より)

8.馬ノ谷遠景(黒尾神社より)

-22-



9. 集石遺構

10. 馬ノ谷出土土師査
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第 2 部

土 生遺跡群
(小城郡三日月町)
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第 1図 土生遺跡の周辺
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① 竜王遺跡、

② 岡本遺跡

③ 佐織遺跡

④ 三日月中学校遺跡
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⑥ 東分弥生委倍遺跡、
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I 序説

1 .調査の経過

三日月北部圃場整備事業は数年前から実施され、農業の近代化が推進されつつある。

これに伴なって埋蔵文化財の保護の見地から昭和49年度には石木遺跡、 50年度には戊遺

跡などの発掘調査が実施されてきた。本年度も引続いて遺跡の確認のための発掘調査を

実施したものである。

(1) 発掘調査団

この遺跡の発掘調査は、佐賀県教育委員会が担当し、事務局を文化課において実施さ

れた。発掘調査団は次のとおり編成された。

調査主任 木下 巧 県教委文化課文化財調査係

調査員 服部二朗

原田保則 イシ 嘱託

調査補助 森 繁晴 イシ

調査助言

協 力

木下之治 県文化財保護審議会委員

三日月町土生・仁俣・石木および甲柳などの地元の有志・三日月町・松

尾建設・福元建設などの協力を得た。

(2) 発掘調査の経過

第 l次調査を 7月 1日から 10月30日まで実施し、第 2次調査を翌年 1月20日から 2月

20日まで実施した。第 l次調査は土生地区の遺跡分布の状態とその実態を究明すること

に主眼をおいて、 20m方眼のグリット(1ケ所 2m Xl. 5m) と、幅 6-10mのトレ ンチ

方式を併用して調査に当った。第 2次調査はそれの補足調査を実施したものである。

この結果、国指定史跡である土生遺跡の北方に土生遺跡の延長と考えられる遺構、お

よびその北方に隣接して広大な集落祉・墳墓祉および平安時代の遺構を確認した。そこ

で、前者を土生遺跡とし、後者を土生B遺跡と呼称することにした。これらの遺跡から

鋤・鍬などの農耕生産用具、槌・織具などの製品加工用具、竪杵などの食品加工用具、

盤・高杯などの食膳用具などの注目すべき木製品の豊富な出土をみた。また小}II祉から

手担になるミニチュア土器が出土したことは原始農耕社会における祭紀の在り方を示唆

する資料として貴重なものであろうと考えられる。

また、弥生式土器に混って無文土器 ・黒色研磨土器などの朝鮮系土器が出土したが、

これらは県内では初めて発見されたものであり、当時の日鮮の文化交流を思考する上で

貴重な存在となろう。

土生遺跡の東約100mの地点で発見された遺跡を、土生C遺跡と呼ぶことにしたが、

ここには弥生時代の遺構が存在する。この遺跡は上面削平がはなはだしくその全貌を明

らかにすることはできなかったが、孤状溝墓遺構が発見されたことは注目される。
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2.土生遺跡の位置と環境

(1) 地理的環境

三日月町は佐賀平野の西部に位置し、行政区画上では小城郡に属していて、東は佐賀

郡大和町に、西は小城郡小城町に境を接している。

当町の北部は天山山系の南麓を形成し、天山(標高1046m)から流下する祇園川が平

野部の北西部から南東に向かつて流れ、嘉瀬川に合流しているが、過去においてその河

道はいくどとなく西流、東流と河道を変えていることは、航空写真による観察によって

も明らかである。

県下屈指の穀倉地帯である三日月平野は祇園川の堆積作用によって形成された沖積平

野であり、小城町の馬場を扇頂として、東南方約 3kmにおよぶゆるやかな傾斜をもっ扇

状地を形成しているのである。

天山から岩蔵谷を流下するこの祇園川の水資源は、三日月町の農業にとって原始時代

から欠くべからざるものであり、これが現代の三日月農業を支え育んできたと言っても

過言ではない。

土生遺跡群はこの扇端近くの西部にあって、標高 7m -10mの聞に位置している。

(2) 歴史的環境

三日月町に人々の生活が展開されるようになるのは数万年も以前であって、東分下古

賀・大塚山あるいは岡本先土器遺跡に始まると考えられている。縄文時代晩期には竜王

遺跡、.三日月中学校遺跡・佐織遺跡などが知られているにすぎない。弥生時代になると
③④  

遺跡、は急激に増加する現象がみられるのであって、土生遺跡をはじめ西仁俣遺跡・寺浦
⑤ 

弥生遺跡・久留間遺跡・戊(っちのえ) B遺跡・東分弥生嚢棺遺跡・玉竜寺裏弥生遺跡
⑥ ⑦  

・吉田弥生遺跡・晴田小学校庭弥生遺跡・宿遺跡および秋葉神社境内遺跡などの群集墓

が形成されており、この地域に広く稲作農業が普及していたことを物語っている。
③ 

古墳時代前期には戊遺跡の方形周構墓が営まれる一方、久蘇遺跡、の生活祉が展開され

るのに続いて、船塚(県史跡前方後円墳) ・姫塚(県史跡前方後円墳) ・円山古墳(円

墳)・地蔵山前方後円墳および宮戸前方後円幣どの単独墳が5世紀後半ごろから山麓

部に築造されるようになる。つづ、いて、コウザン山古墳・丹坂峠古九姫御前古墳など

を経て、男女山古墳群・西野古墳群が大和町境に、小城町西部の笠頭山から南に延びる

峰山山系に一本松古墳群・米の隈古墳群・峰古墳群・鏡山古墳群・坂井山古墳群・山崎
⑪ 

山古墳群と続き牛尾山の深底龍古墳群などの群集墓が形成されており、この地域におけ
⑫ 

る原始農耕村落の定着を示現している。

しかし、 8世紀に入るとその遺跡は姿を消し、中世までの間考古学的には空白時代を

呈する。この間肥前風土記に「小城郡」が登上し、和名抄には「小城郡嚢調(美加都岐)

あり、名義は上古に土師部住て警を造りて御調に奉りしなどにて負せたるべし」と記さ

れ、 10世紀前葉にいたる三日月町の片鱗を知ることができるのであるが、延喜式には肥

前固から焼物を調納した記録はなく「墾を造りて御調に奉り」と言う饗調の地名起源が
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何に根拠をおくものか明らかでない。

ともあれ、古墳時代にはすでに農耕集落の原形が基本的に成立しており、それを基盤

として条里制が施行され、農耕集落がほぼ完成されたと言えるであろう。

①七回忠志「原始時代」佐賀県史 昭和43年9月

②志佐輝彦「竜王縄文遺跡調査概報」 教育佐賀 昭和33年12月

③ 「佐賀県の遺跡」佐賀県文化財調査報告書第13集 昭和39年3月

④高島忠平「三日月町佐織夜臼式土器」 新郷土第319号昭和50年10月

⑤ 木下之治・木下巧他「土生・久蘇遺跡」佐賀県文化財調査報告書第25集

昭和48年3月

⑥松尾禎作・七回忠志「久留間遺跡調査概報」佐賀県史跡名勝天然記念物調査報告

第10集昭 和26年3月

⑦木下巧「戊遺跡」佐賀県文化財調査報告書第36集 昭和51年3月

⑧木下巧「原始時代」小城町史所収 昭和49年3月

⑨吉村茂三郎「宮戸古墳」佐賀県史跡名勝天然記念物調査報告第8集

⑩木下巧「丹坂峠古墳の調査」小城の歴史 第14号昭和48年3月

⑪木下巧「一本松古墳群」小城町史料第 l号昭和45年3月

「一本松古墳群調査概報」小城町史料第4号昭和46年3月

⑫木下巧 「古墳時代」小城町史所収 昭和49年3月
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土生遺跡群分布図第 2図
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H 土生遺跡群の遺構と遺物

1 .土生遺跡群の範囲

(1) 土生遺跡

グリット探査およびEW-Iトレンチ(幅 6m)調査において、土生遺跡は、国指定

史跡土生遺跡の北方約100m附近がこの遺跡の北限と推定され、約50，000m'の範囲をもっ

集落祉と考えられる。この史跡に指定された土生遺跡は、この広大なひろがりを持つ土

生遺跡のごく一部分にすぎない。

(2) 土生B遺跡

土生遺跡に北接して土生B遺跡が存在する O この遺跡は土生遺跡と同一時代であり、

規模も相類似した大集落祉と考えられる。この遺跡の北限は土生神社南附近、東限は県

道小城牛津線より東200m、西はこの県道より西に広がるものと推定される。(県道西

の圃場は昭和44年鉱害復旧事業が実施されているが、その際削平され消滅しているもの

と考えられる。)

(3) 土生C遺跡

指定史跡「土生遺跡」の東方約100m地点に土生C遺跡が存在する。 この遺跡は東西

約100m、南北約100mの範囲にひろがっている弥生時代中期の生活祉と墳墓ではないか

と推定される。

2.土生遺跡

国指定「土生遺跡」の北方50m地点に、県道から東へ幅 6m・長さ約100mの卜レ ン

チ (EW-IT)を、また県道から東約100m地点に南北に通ずる排水路に沿って 、幅

10m・長さ約400mのトレ ンチ (NS-IT) を設定して調査した結果、EW-ITと

NS-ITA区が土生遺跡の範囲であろうと推察された。 (第 2図参照)

この 2つのトレンチ探査の結果竪穴住居祉と推定されるものが10棟、竪穴を伴う貯蔵

庫と考えられる食料 ・用具 ・用材等の収納庫の類が 6棟、竪穴住居祉のプランは確認で

きないが柱穴および柱跡が数箇所確認されたのである。

(1)住居社

第 l号竪穴住居祉(第 4図)

EW-I Tの西端近 くに東北から南西に流れるR-}小川祉(1隔2.5m)があ って、そ

の西に接するようにして第 l号住居祉があり、その東側に貯蔵庫 1棟を附設している。

(この住居祉の東側に在る 2棟の貯蔵庫と推察されるものは第 1号住居士止に附設するも
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5 

第3図 第 1号住居祉出土土器実測図

のかどうかは現時点では不明である 。)第 l号住居祉は不整隅丸方形を呈し、長径 3.6

m、短径 3mを測り、東北問に南北 1m、東西 O.5mの造り出しがあるがその形は不整

形である。竪穴の床面はゆるやかな船底状を呈し、やや南よりの中央部が最も低くなり、

その位置にほぼ方形の炉祉がきられている。炉の東方30cmと北西50cmに径10cmの柱祉が

あって、いづれも床面を掘り下げることなく 立てられているが、北壁に接して存在する

2個のピ ットは柱穴であろうと 考え られる。東に隣接する貯蔵庫は径 1.5mの不整円形

であ って浅い船底状を呈する床面である。

口

o
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第 4図 第 l号住居社周辺実測図
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第 l号住居士止からは小形饗形土器を主体とし、広口壷・高坪および器台形土器が出土

した。(第 3図)

墾形土器① rL字形」の口縁部をもち、やや上位に最大胴部がある上げ底の土器

である。胎土に砂粒を含み、焼成も良く黄褐色を呈する。口縁下から底部までの全面に、

荒い縦位の刷毛目を施した後、口縁部の内外とも横撫で調整し、更に口縁下 4cmに断面

ム帯を張り横に撫で附着させている。口縁径33.5cm・高43cm。

饗形土器③ rL字形」の口縁部をもち、①に似た器形である。胎土に花闘岩質の

砂粒を含み、焼成も良好で、ある。表面は煤で覆われ、底部はやや赤昧を帯びている。土

器の外面は刷毛を上から下へ向けて調整しているが、底部の近くは下から上へ制毛を使

っている。 また、口縁部の内側から外側の口縁下 3cmにかけては横撫で器体を調整して

おり、刷毛目の上部を撫消している。凸帯はない。口縁径22.2cm・高27.5cm。

査形土器④ ラッパ状に聞く広口、そして球状に張った胴部をもっ土器である。全

体的に黒褐色を呈するが、胴部に黒色斑を有する。良く精選さ れた胎土であって微粒砂

を少量含み、焼成も良好である。口縁内部は横位の箆調整の後、口縁端部を横撫でして

仕上げている。口縁外部は横撫と箆調整が繰返された後、幅 3~ 4mm程度の箆痕を 1cm 

間隔で縦位 3条 l組で 4ケ所に施紋している。下腹部から肩部にかけては横位の箆調整

が丹念になされているが、下部は荒いタッチの縦位の箆調整に終止している。器体の調

整が終了した後、箆による施文とム帯を附して仕上げている。即ち箆による施紋は広口

部と肩部にある。広口部の施紋は幅 3~ 4mmの箆痕を 1cm間隔で、縦位に 3条 l組で施し、

4ケ所に附している。また肩部から腹部にかけての条痕は幅 1mm・長さ 8cmを測り縦位

に3条 1組で 4ケ所に施されている。ム帯は最大胴部に在って横位に撫こするようにし

て附着させている。口縁径26.5cm・高36.3cm。

高原形土器⑤ rT字状」に近い口縁部と半球状の深い杯部、 しかもこの杯部に相

対するラッパ状の長い脚をもっ高印形土器である。精織な胎土で焼成も良く茶褐色を呈

するが、 一部に赤褐色と黒褐色の斑点が見られる。杯部の外面は横位の箆による調整、

内面は横撫で調整している。脚部の外面は縦位の箆調整、内面は横撫によ って仕上げを

なしている。口縁径20.6cm高31.1cm。

第2号竪穴住居杜(第 6図)

第2号住居祉は、第 1号住居祉の東方約30m地点に在る。この住居祉は上面の長辺(

東西)6.75m・短辺(南北)3.15mの卵形プランをもっ竪穴 (A室)と、その南側に接

して長径4.35m・短径 2mの不整隅丸方形をとる プランの竪穴 (B室)、およびこの両

者の西側に接して長辺(南北) 4 m ・最大短辺 (東西)1. 8mの不整形竪穴 (C・D室)

の3者が組み合わされて 1つの棟を形成するものと 考えられる。 A室と B室の接合点に

は高さ 10cm程度の仕切があり、その仕切上に 2本の柱が建てられたものと考えられ、そ

の内の l本は直径12cmの自然木である。この竪穴住居祉のB室中央には、上面長辺 1m

-底面長辺80cm・上面短辺75cm・底面短辺50cmを測る隅丸方形のプランをもち、深さ 20

cmの炉祉と推定されるものがある。C.D室は径 2m前後の室であって、用材や桃実な
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どが出土している点か勺、食料などの貯蔵庫的機能を果たした建物であろうと推察され

る。また、各室とも底面には木の葉が一面に敷きつめられていた。

A室の東に接する長径 3mの楕円形プランの 2P 1竪穴はこの住居に附設する遺構で

あり、屋外の収蔵庫と考えられる。 2B室の南に接する 2P 2竪穴遺構は後代のもので

ある。この住居士!I:からは、護形土器・査・器台形土器および無文の嚢・黒色研磨高部形

土器などが出土した。

壷形土器① (第 5図) や注上げ底の底部と球状の胴部、そして頭部からゆる

やかに外反しながら口縁端部は更にそのカーブを強め外方に開く広口の口縁部をもって

いる壷形土器である。精選された粘土に花商岩質砂粒が混入する胎土であって、焼成も

良く竪織であり、全体的に暗褐色を呈するが、所々に黒褐色の斑点がある。器体の外側

2 ヘヘ1

第 5図
¥ 

第 2号竪穴住居祉A出土土器実測図
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第 7図 第 2号竪穴住居祉B出土土器実測図

は全面に撫による研磨の跡が認められ、口縁端の内外面は横撫による調整が施されてい

る。この調整が終了した時点で頭部に薄いム帯を撫附け装飾化している。高56.3cm。

無文土器③ 嚢形土器の破片である。砂混りの胎土で黄褐色を呈する。口縁外部に

直径 1cmの粘土紐をまき、口縁上端部が粘土紐を覆うように指圧したあと、横撫で簡単

に調整して口縁部を造っている。その為口縁部の内外とも凹凸痕が見られる。

黒色研磨土器② 胎土は極めて上質であり、焼成も極上であって黒色を呈する器台

形土器である。器体の全面は撫による研磨がなされており、手担かとも考えられる。

2 



O IOcm 

i 

3 

第 8図 第 3号竪穴住居社出土土器実測図

無文土器系土器([@ 黒褐色に近い肌色を呈する翠形土器である。口縁外部に粘土

紐をまき、器体の上部を紐に覆いかぶせる手法は無文土器のそれと同様である 。しかし、

接着された口縁上部、側面は横撫により比較的良く調整されているが、紐の下面を指で

強く押し上げた指圧痕を残したまま焼成されているところが前者と異なるところである。

墾形土器⑥ 褐色を呈する寵形土器の破片である。口縁部は外方に向って鋭く突き

刺さるような三角形の断面を呈している。器体外面は組い刷毛目を斜めに交錯させた後、

口縁部を横なでで調整している。

護形土器④ (第 7図) 砂を少量含む精選された胎土で、黄褐色を呈する寵形土

器である。粘土紐を口縁部に指圧で張りつけたあと内外を横撫で調整しているが、口縁

の外側下面には指圧痕がいくらか残っている。全体的に調整は悪く 、下腹部から底部に

かけては丸形箆で削った条痕が斜位に施されている。無文系土器であろう 。口縁径18.1

cm.高26.7cm。
蓋形土器⑦ 砂混りの胎土で焼成は良好である。褐色を呈する無文土器の蓋形土器

である。器体の整形が不良であって凹凸がみられるが、内外とも横撫で調整はなされて

いる。口忠豪径19.3cm。

黒色研磨土器⑧ 胎土も良く砂を少量含ませたもので焼成も良好な鉢形土器である。

輪積みによる成形であり、器体は内外とも箆による研磨が施されている。口縁径24.3cm

.高12.5cm。
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第 3号竪穴住居祉(第 6図)

第3号竪穴住居祉は第 2号竪穴住居祉の東側に住置する。住居社は長径(東北辺)3.2 

m ・短径 2.8mの隅丸方形に近い不整形のプランである。床面には木の葉を敷きつめて

いるが、南西側が高く東北側が低くなっており約30cmの落差がある。また、床面の北隅

にl本、中央や、北東よりに径10cmの柱が残されている。

無文土器① (第 8図)' 胎土には砂粒が含まれ焼成や、劣る感じで、茶灰色を呈

する嚢形土器である。整形が充分でなく器体は凹凸が著しい。器体の内外を簡単に撫調

整をした後、口縁部は横撫・器体の内外には箆状用具で無雑作に引掻いた様な条痕が縦

に附されている。口縁径17cm・高20.8cm

無文土器④ 黒色を呈する高印形土器である。砂粒混りの胎土であって焼成は良好

である。この高坪形土器の部部は三角形状に上に聞くもので、これを脚部と見ても一見

不思議ではなしミ。ユニークなタイプの器形である。器体は整形時の調整が充分で、なく凹

凸がはげしい。部内部の底部は交錯する箆目、側面は横位の箆磨き、脚内部は横位の箆

調整がなされている。器体外面は縦位の箆調整が加えられており、口縁端および脚端は

横撫で仕上げている。口縁径20.5cm・高24.2cm。

第4号竪穴住居祉(第 6・9図)

東西 3.5m・南北 3m十 αの隅丸方形を呈する竪穴住居土止と推定される。床面には 4

本の柱(径10-13cm)が立ち、柱穴と推定されるものが l個、プラン外に 2本の柱と柱

穴 l個がある。これらの柱がこの住居祉に伴うものとすれば少くとも 10本が必要とされ

るであろう。この住居祉から木製三文鍬 l丁が出土した。刃先を欠損しているが保存状

態は良好で、ある。

3 

。 10ι判

第9図 第4号竪穴住居祉出土土器実測図
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第 5号竪穴住居祉(第11図)

第 5号竪穴住居祉は第 4号祉の東北 3mにその南側壁がある。この住居祉は長辺(北

東方) 3.9m、短辺のうち北部が狭く 2m、南部で 2.9mを測る隅丸台形を呈するプラ

ンである。この住居祉の床面の北側は一段低くなって、ピット状を呈する落ち込みがあ

る。即ち、北壁に沿って 1.6m・幅80cmの部分が床面から約20cm、窪んで、おり 、ここから

木製鍬が出土している。 (第20図)また、東壁の中央部に造り出しがあって、そこには

土器が堆積され、黒漆塗りの木製高時が出土している 。炉祉は確認することができなか

った。

嚢形土器① (第10図) 砂粒を多く含んだ胎土であ って焼成良好で、ある。口縁部

は三角形状を呈し外方に尖っている。胴部のふくらみは殆どなくゆるやかなカーブを描

いて底部に至っている。底部はや、上げ底を呈する。器体外面は斜位の刷毛調整をなし、

口縁部内外は横撫によって仕上げている。口縁径23.2cm.高27.5cm。

饗形土器② 鉢形土器とも見られる背の低い饗形土器である。二次焼成のため赤紫

を帯びた褐色に変色している。花両岩質の砂粒を多量に含んだ胎土であって、焼成や温

良。L字形の口縁部に近い様相を呈し、ゃ、胴に張りがみられ低い上げ底である。口縁

部内外は横撫調整であるが、器面が剥げていて、他の部分の調整は不明である。口縁径

19.4cm・高18.6cm。

護形土器③ 胴に張りが見られ、狭められた口縁部にや‘丸昧を加えた三角形口縁

を附している。器体には全面に不規則なタッチで撫調整をなし、最後に口縁内外部を横

撫で調整し仕上げをしている。口縁径17.4cm・高25.7cm。

器台形土器④ 砂質の多い粘土を胎土とし、手担で造られた器台形土器である 。器

10cm 

第10図 第5号竪穴住居社出土土器実測図
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体全面が撫で調整され焼成も良好でト暗黄褐色を呈 しており、無文土器系と考えられる。

高 8.6cm。

第 9号竪穴住居祉(第11図)

第 9号竪穴住居祉は、第 8号祉の南に隣接している。この住居祉の南側を調査してい

ないため全体のプランは不明であるが、東西辺約 5.5mを測り、かなり大形の不整形住

居祉であろうと考えられる。東南壁にはベッド状の造り出しがわずかに残存している。

この住居祉から木製黒漆の長手杓子 l丁が出土した。 (第四図) この杓子はー木造りで

あって柄の長さは33.5cmあり、身部の現存長 9.5cmをはかり卵形を呈する。柄部と身部

が接合する部分には幅 O.9cm・厚さ1.5mmの造り出しをもうけて、あたかも柄と身をひ

もで縛った感じを受ける形式であり、初現的な杓子の形態を模倣したものであろうと考

えられる。

童形土器① (第13図) 胎土に砂粒を含み焼成は良好であって、赤褐色を呈する

査形土器であるが、口縁部と胴部下は欠損している。頚部に幅 4mmの沈線を上に、その

下 6mmの住置に幅1.5mmの沈線を平行させてめぐらせており、その直下に沈線による重

。

〆芦¥

10cm 
=1 

2 

第13図 第 9号住居士止出土土器実測図
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孤文を配置している。また、最も張り出した肩部に 1対の組合せ式牛角把手が角先を上

向きにして附されている。

黒色研磨土器② 肩部より上は黒色を呈し箆による研磨が施されているが、肩部よ

り下は二次焼成を受けているため赤桃色を呈する所謂黒色研磨の壷形土器である。微粒

の砂の混じった胎土であって焼成は良好である。口縁径13.2cm・高16.5cm。

無文土器③ 砂粒を多量に含んだ胎土であって、焼成はや‘良好。二次焼成を受け

ているために本来の色彩を失っているが、胴部下は赤褐色、胴部より上位は黒褐色を呈

する。口縁部の粘土紐は欠落しているが、断面円形であろうと考えられる。器体外面は

凹凸があるが、立てた箆で縦位に撫て調整しており 、口縁部は内外とも横撫で仕上げて

いる。口縁径14cm'高21.4cm。

第10号竪穴住居祉(第21図)

NS-1TA区の川祉北側に隣接して第10号住居祉は住置する。この住居祉が土生遺

跡の最北端に位置するものと考えられる。この小川祉は、 EW-1Tの小川社と連続す

るものと推察され、この小111が土生遺跡と土生B遺跡を原則的に分離する境と目される。

(2)貯蔵庫

独立した不整形プランで竪穴を伴うもの(高床式ではなく、屋根をもつもの)を貯蔵

庫と規定する。住居祉に隣接して存在する小竪穴社も貯蔵庫であるものもあるであろう

が、出土遺物がない限り断定は困難である。ここでは、貯蔵庫としての可能性が強いも

ののみを取上げることにする。

第13号貯蔵庫 (第14図)

EW-1Tの第 9号住居祉の東方30m地点に第13号、第14号貯蔵庫がある。第13号貯

P4 

第13号

O 2m 

第14図第13・14号貯蔵庫実測図
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蔵庫は長辺 3.1m短辺は東部で 1m、西部で70cmの北東方向に長軸をおく竪穴で長楕円

形を呈する。この竪穴の側壁と床面には木の葉が数cm敷きつめられていた。この中央部

に直径lOcmの柱が長軸方向に沿って横倒しとなり、その西側の下部に平鍬があった。こ

の平鍬(第19図)は、刃部を欠損しているが現長36cm、幅14.5cm、厚さ 2cmで、あって柄

着装穴の左右に三角形の穴が穿たれており特色ある形態となっている。この 1対の穴は

装飾穴か、あるいは柄を補強する為に添木を挿入する為の穴であろうか。

第14号貯蔵庫(第14図)

第13号祉の東80cmに隣接して長軸を北西方向にとり第13号祉と直行するように、存在

するのが第14号貯蔵庫である。

長辺 3m、幅80cmの長楕円形ないしは隅丸長方形を呈する。この中央部に長径10cmの

柱が建てられている。南の柱には幅30cm、長さ 50cm、厚さ 3cmの板を礎盤として用い柱

の沈下を防止している。この竪穴にも床面に木の葉を敷きつめ、側壁には小枝を張りつ

けていた。ここから出土した木製盤は長辺33cm、短辺21cm、厚さ 6cmで、あって、 4本の

脚を有している。この盤は未製品と考えられる。(第19図)この竪穴のほぼ中央にー木

一→7乙ごと』
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第15図 第16号貯蔵庫実測図
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造りの杓子形木製品が出土した。(第四図)この木製品は直径16cm程度の木材を用い、

柄先は枝の部分を利用して整形している。柄は荒削りであるが、断面円形を呈し、身部

の一部に整形のための削り跡が見られる。また身部の側面に径1.3cm、深さ1.5cmの穴

がある。この穴は、自然の穴か虫喰い穴か人工的な穴かは不明である。

第16号貯蔵庫(第15図)

第16号貯蔵庫はNS-1TA区にあって、第lO号住居祉の南20m地点に存在する。こ

の竪穴は 2つの部分からなっている。すなわち、その一つは方向を東北にとる長楕円形

の深い竪穴であり、この北部に接する不整形の浅い竪穴からなっている。前者は長軸4.7 

m、幅 1m、深さ約 1mの竪穴である。この竪穴からは建などを織る器具の部分品が出

土した。

北部遺構は不整形プランであ って、木製の着柄、手匙形木製品を出土した。(第16図)

01Ocm  

二3
第16図木製織具等実測図

(3) 工房社 (第17図)

第15号竪穴祉であって、木製品加工工房±止と断定できるか確定しかねるのであるが、

貯蔵庫ないしは住居祉とみるより工房社とみるのが妥当性があると 考えられる。す なわ

ち、この竪穴は長軸を東北にとる長さ 3m、幅 2mの楕円形プランを呈し、深さ 20cmを

測る。床面には、他の住居:1:11:と同様に木の葉を敷きつめであり、その上部に木を刻んだ

り、けずったりした木の端片が無数に残存していた。 この竪穴祉からは木製横槌、 平

鍬、木製短剣未製品などが出土した。この木製短剣は大陸系青銅製剣の模倣であること

はその把手部分の造りから明白であろう O

(4) 小川祉 (第21図)

第10号竪穴住居祉の南に接して、上面幅約 3.3m・深さ60cmの小川が東から流れ、 E

W-1T西部の小川祉に連続するものと推定される。この小)11祉は砂質土がほぼ川の端

上にまで達していて、この砂質土の堆積によって川の機能を喪失したものと推定される。

この砂質土層内には弥生式土器片とともに小形手裡土器・楽器形木製品(未製品)など

注目される出土品を見た。(第43・22図)
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第18図第4号祉出土三文鍬

および第 9号祉出土杓子実測図
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第19図 平鍬(13号杜) ・杓子形未製品 ・盤実測図(14号社出土)
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第20図工房社出土木製品実測図
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3.土生 B遺跡

NS-1TA区の小川祉辺りが土生遺跡の北端であろうと推察されるのであり、この

小川が土生遺跡と土生B遺跡を原則的に分離する境になっていたものと目される。 NS-

1 Tで見る限りにおいては、この小川社周辺から北約50mの聞は無遺構となっている。

土生B遺跡はこの地点を南限としほぽ小川祉の流れにそって南西方向へとその南限を

延長するものと考えられる。このNS-1Tより東部においては、この南限線がそのま

ま孤を描いて北上し、幹線道路4号地点で最東端となる。 NS-1Tから約 100m東に

あたる。更にそれから西へその境界孤線を向けながら北上するものと推察される。

土生B遺跡は弥生時代の竪穴住居祉群と墳墓、および平安時代の遺構からなる複合遺

跡である。しかし、この遺跡は後世における削平が著しく遺構の上面が相当カットされ

ており、その全貌を明らかにする事はできない。

(1) 弥生時代の住居祉

①住居祉

第12号住居社 (第25図)

第12号竪穴住居祉はNS-1TA区の小川社から北へ約100m地点 (NS-1T Point 

No.8 )に位置する。この住居祉は現時点で長辺 2.1m、短辺1.5mの不整形を呈する竪

穴状プランであって住が 3本残されている。この柱および柱穴群は南西方向に 2列に並

べられ約70cmの間隔で北列が3本、南列が4本立てられていると考えられる。この柱群

の中には建て替えの際の柱も含まれていると推定される。従って当初の住居祉は東西 3

m、南北 2mを越える平面プランであったことが推察される。この住居祉の周囲には無

数のピット群があり、また柱も数本残っているがその実態は不明で、ある。

第12号住居祉の南 3m地点に第14号貯蔵穴、南東 2m地点に第15号貯蔵穴があり、ま

た北方 4m地点に井戸祉がある。

第14号住居社 (第26図)

井戸祉の北方約45m(Point No.9 )地点に16号住居祉がある。この住居祉は南部を第13

号、北部を第18号住居社から、それぞれ切られているため、その全貌は不明であるが、

東西 4.5mの不整丸形を呈するプランと推察される。床の東部に径30X50cm、深さ 13cm

の柱穴があって、柱の沈下を防止する横木が残っていた。この住居祉からは無文土器系

饗形土器の底部、黒色研磨土器の高部形土器が出土した。(第28図)

高杯形土器① 精選された粘土に極微粒砂を含む胎土であって焼成良好である。器

体外面の派部は斜位の、脚部は縦位の箆研磨による調整がなされ脚端は横撫によって仕

上げられている黒色研磨土器である。③の器体は荒い縦位の刷毛目、口縁部は横撫で調

整した饗形土器。④も饗形土器の口縁部であって、鴫状を呈する。器体は縦住の刷毛調

整であって口縁部は横撫、口縁下に沈線を一本横にめぐらせている。

この住居祉の東部から東方向に幅45cmの小溝が約 5mにわたって存在し、その端の部
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分には柱が立てられている。 (第36図6) これに似た溝は第18号祉にもその存在が認めら

れるところからみて、住居への通路として設けられたものではなかろうか。

第16号住居社 (第26・29図)

第16号住居祉は、第15号祉の東に隣接し長辺 4m、短辺 3mの楕円形を呈する。東北

関には長辺 2m、短辺 1.2mの造り出しがあって、ベッド状を呈する。この住居祉の東

側に存在する小竪穴群はこの住居士11:が廃屋となった後に掘られたものである O
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第14号貯蔵穴

。 第15号貯蔵穴

第25図 第12号住居祉周辺実測図
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第26図 第14・16号住居祉実測図
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審形土器① 大形の饗形土器であって褐色を呈するが、所々に黒斑がある。精選さ

れた粘土に砂粒が少量含まれた胎土であって、焼成良好で、ある。器体全面に不規則の方

向をとって撫調整がなされ、口縁部は横撫で仕上げられている。

鉢形土器⑥ 白黄褐色を呈する鉢形土器である。精選された粘土に微砂粒を少量含

む胎土であって焼成良好で、ある。口縁部は内側に噛状に突き出して整形 し、特色ある鉢

形土器となっている。器体は全面に縦撫、 口縁部は横撫で調整している。口縁径18.1cm.

高 9.5m。

⑤ 

。

@ 。

。

O 

~f/~ 
@チ

2m 

。
第18号住居社

一一ノー
第27図 第18号住居祉実測図
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8一日
第28図 第14号住居社出土土器実測図

第18号住居祉 (第27・29図)

Point No.7地点に、第18号住居祉が位置する。この住居祉の東壁は相当に撹乱されてい

る。長辺4m、短辺 3m程度の竪穴式住居であろうと推察される。床の西北部に径60cm

の柱穴があって、その底部には柱の沈下防止の為の大木を加工した横木があり、さらに

その下に径 5cm、長さ40cmの小木を横木の両端に敷き補強している。柱の実数は不明で

あるが、南壁に沿って、柱の中心を1.8m間隔で 3本が建てられていることは注目され

る。

饗形土器① 黄褐色を呈する無文土器系の窒形土器と考えられる。や‘胴に張りが見ら

れ、極端に薄く「く字状」に外反する口縁部、 手控状に荒く整形された底部である 。器

体の外面は箆を立てた状態で、主として横位に粗雑に調整されている。口唇下面には指先

きで押圧した跡が残り、横撫で調整している。花樹岩質の砂粒を少量含む胎土であ って、

焼成良好である。器高26.8cm。

第四号住居祉 (第30図)

Point No.10地点に第19号住居祉がある。長辺 3.5m、短辺 2.8mを測る隅丸長方形を

呈する。

南西岡には直径1.1m 、深さ 6.5cmの貯蔵穴を附設している。東壁部分は撹乱されて

おり、その原形をとどめていない。貯蔵穴からは桃実および瓜科の種子が数点出土した。

第21号住居祉 (第31図)

第21号住居祉は、 PointNo.18地点に存在する。長辺3.5m、短辺2.9mの楕円形を呈す

る。北壁と南壁に柱穴があるが、他の柱は不明である。この住居祉から組み合せ式牛角

把手が出土した。

第22号住居社 (第31図)

第21号祉の北に隣接して第22号祉がある。長辺 3.2m、短辺 2.6mの楕円形を呈する

竪穴である。北壁には幅50cmの小溝が床面より約10cm低く穿たれている。南壁中央に柱

が建てられており、その基部が残存している。

F
h
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第23号住居祉 (第31図)

第24号祉の北方に第23号住居土止がある。径 4mの不整円形を呈する竪穴であって北壁

に2本、東壁に 1本、南壁に少くとも 1本の柱穴がある 。北壁の l本は横木を敷いた柱

が残り、南壁の 1本には礎板を敷いた柱祉がある。

②貯蔵穴

食料や用具、用材を保管する穴であって、長辺径 2m以下のプランで、比較的深い竪

穴を貯蔵穴と称することとする。

IT\\~V 

第18号士It出土

o 10cm 

第 16号 tlt ，~'， 土

l 

第29図 第16・18号住居祉出土土器実測図
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第30図 第19号住居祉実測図
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第14号貯蔵穴

第12号住居祉の南 3mに位置する。長辺径1.9m、短辺 1mの不整形を呈する竪穴であ

って、深さ80cmを測る。この竪穴の側壁と床面には木の葉が厚く敷きつめられていた。

側壁の落下を防ぐために杭を数本打っている。また、この貯蔵穴には屋根の施設があ っ

たらしく柱が残っている。この貯蔵穴には木製竪杵・鋤が貯蔵されていた。(第32図)

第15号貯蔵穴

第 1号貯蔵穴の東方 2mに位置する。長辺1.8m、短辺1.1mの不整形プラ ンで深さ55

cmを測る竪穴である。この貯蔵穴には長さ 1m前後の杭木が十数本収納されていた。

③貯蔵庫

住居祉に近い構造をもっ竪穴祉であるが、や‘平面プランが小さく住居祉とするには

狭少と推察されるものを貯蔵庫とすることにした。

-.r-一一一---

第23号住居祉。。

〉

。

第31図 第21-24号住居祉及び第21-23号貯蔵庫実測図
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第16号貯蔵庫 (第32図)

Point No.8地点に位置する。長辺 1.7m、短辺1.5mの円に近い プランである。その

南東隅には、長辺 1m、短辺70cmの隅丸方形の凹所が設けられている。この貯蔵庫から

は壷形土器が主体をなして出土するところからみてこれらに収められた食飲料が保管さ

れたものであろう。

壷形土器① (第34図) 胴が球状に張り、平底を付し、引き締ま った頭部に「く

字状」に外反する口縁を付している。赤褐色を呈す るが、胴部から底部にかけ一部分に

黒色斑点がみられる。砂粒を含んだ胎土であって焼成良好である。頚部から胴部にかけ

ては斜位の刷毛目、底部は縦佐の刷毛目で調整し、器体内部の頚部か ら胴部には斜位の

撫を施し、最終的に口縁内外を横撫で仕上げている。

壷形土器② 球状の胴部から引締った頭部をもち、鋭角に外反した頚部は、更に「

逆く字状」に内側に反りをみせる口縁部である。頭部から下住には堅い刷毛を縦位に用

いて調整し、肩部にム凸帯を撫つけ最後に口縁部を横撫で仕上げている。

第18号貯蔵庫 (第33図)

第18号貯蔵庫は、PointNo.13地点にあって、直径2.7mの半円形の竪穴に南壁が直線で

結ばれ、第14号土止でみたような小溝が南に向って穿たれている。上面幅70cm、住居士止の

床面より約10cm低くな っていて住居への出入口と思考される。住居の床面の北寄りに80

cmの間隔で 2本の柱が建てられ、 、南東隅と南西隅にそれぞれ柱が建てられていたものと

考えられる。

第17号貯蔵庫 (第33図)

第18号土11:の北に接するように して第17号貯蔵庫がある 。この貯蔵庫は直径 2.5mの円

形プランを呈する。床面のや‘南よりに長辺 1.2m、短辺90cmの隅丸方形を呈する小竪

穴があって、東部は二段底状にな っており 、床面から約35cm低 くなっている。地下冷蔵

庫の機能をもつものであろうか。小形の 2つのピ ットは柱穴であろう 。

饗形土器① 「く字状」に外反する口縁をもっ饗形土器であって、口唇下部がや、

下ぶくらみの状態である。

壷形土器③ 球状に張った胴部からゆるやかな曲線を描いて底部に至るが底部でや

や外反して平底となっている。口縁部は「く 字状」に鋭角に外反し、口唇上面は水平に

近くなっている。精選された粘土に砂粒を含む胎土であるが、焼成や、良と 言える。器

体外面は箆で研磨された後、丹彩を施した形跡がある 。

第四号貯蔵庫 (第33図)

第19号貯蔵庫は第17号貯蔵庫の西 2mに位置する。長辺 2.6m、短辺1.7mの楕円形

を呈する竪穴である。

饗形土器 二次焼成を受けている為に暗褐色を呈する。胴部にや‘張りがあり、口

唇下音1Iに指圧痕が見られ、その上から横撫で調整している。器体には刷毛目が付されて
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第32図第16号貯蔵庫実測図
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いるようである。高16.5cm。

第20号貯蔵庫 (第ヨ0図)

第20号貯蔵庫は、第19号住居祉の西に隣接して存在する。長辺3m、短辺 2mの楕円

形を呈する竪穴祉である。床面の東北隅にピットがあるのは柱穴であろうか。

嚢形土器① 小砂粒を多量に含む胎土であって、赤味を帯びた黄燈色を呈する。(

二次焼成の為か)器体には全面に斜、縦位の刷毛調整を施し、その後日縁部を横撫によ

って仕上げを行っている。高27.9cm。

要形土器② 全体的に暗褐色を呈しているが、口縁部は赤褐色を呈する。砂粒を多

量に含んだ胎土であって焼成良好である。口唇下面には指圧痕がみられ、その上を横撫

/ 

寸〆ミ』

¥ 

() 2 m 

第33図 第17号-19号貯蔵庫実測図

円
/





ウ

l
H
H

P
M
M
I
m
 

p--

W 
~ -~-~~ ~~ 
o lOcm 

第35図 第21 ~24号住居祉貯蔵庫出土土器実測図
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第36図 柱祉実測図



で調整し、器体はおもに縦位の荒く長い刷

毛目が付されている 。底部付近に両面から

の穿孔になる径 1cmの穴があり 、甑に使用

されたものであろう O 器高23.8cm。

鉢形土器④ 黒褐色を呈する鉢形土器

である。砂粒の含有が少ない胎土であ って

焼成良好で、ある 。器体の内面は主に縦撫に

よって調整 し、 外面の下部は縦撫、胴部か

ら口縁部は横撫によって調整している。口

縁部内側で器体からー担手(指)を離した

痕跡が残されている。

第21号貯蔵庫 (第31・35図)

第23号住居祉の西 2mに第21号貯蔵庫が

ある 。長辺 2.6m、短辺 2mの楕円形を呈

する竪穴である 。この貯蔵庫にも南壁に 2

本、東壁に 1本の柱が確認された。この貯

蔵庫から組み合せ式牛角把手が出土してい

る。

第22号貯蔵庫 (第31・35図)

r~ 
50crn 

第37図 井戸祉実測図

第23号住居祉の東に接して第22号貯蔵庫がある。長辺 2.7m、短辺 2mの情円形を呈

する竪穴であって、第22号住居±止と幅50cmの小溝で、連結されている。

④井戸祉(第25・37図)

井戸I止は、第12号住居祉の東方 3m地点に位置する直径 1mの円形プランであって、

深さは70cm前後である。60cm前後掘り下げると青色粘土層となるが、この粘土層を更に

15cm程度掘り下げて砂を敷いている。水の濁りを防止する為であろう。その敷砂の上に長

さ70cm程度の板を「井字状」 に3-4段積み重ね、その上に底部を打ち欠いた口縁径70

cmの大形饗形土器を逆に固定して井戸枠としている。本来の高さは不明であるが現在高

60cmで、ある。この井戸土tI:内から砥石(荒砥)が 1個出土した。

(2) 弥生時代の墳墓

土生B遺跡の北端部に EW-2Tを設定して調査したところ大形土拡墓 1基、その東

壁に接して土拡墓 l基が確認され、また、NS-1T北部でも土拡墓 1基を確認した。

大形土拡墓 (第39・40図)

大形土拡墓は、長辺 5.9m・短辺 3mを測る楕円形を呈 し、約30cmの深さをもってい

74-







る。土拡内には供献用土器で

あろうか、警形土器を主体と

し、鉢形土器 ・器台形土器な

どが破壊された状態で散乱し

ている。土器は赤褐色・ 淡黄

褐色を呈し 、口縁部は「逆L

字形」をなすが、口唇が上向

きであって、弱い「く字形」

を呈する。口縁下にはム凸帯

を撫付けたものとそれが無い

ものがある。口縁部より下部

には縦位の刷毛目、口縁部は

横撫によって調整しているの

が一般的である。

この大形土拡墓の西端位に

褒 ・査形土器の組み合せにな

る小形合口棺が主軸を N65E

において水平位に埋置されて

いた。翠形土器は砂粒を含む

胎土であって、やや脆弱な焼

第40図査形土器実測図
(合口嚢棺)

成であって、黄褐色を呈する。器体外面は粗い刷毛調整をなし、口縁部は横撫によ って

調整している。査形土器は、胴部の張りが上位にあって、ラッパ状に開く口縁部をもっ

ている。器体は全面撫て調整しているらしい痕跡がみられる。口縁外部には幅 2mm程度

の箆線が縦位に10条程度を 1組にはしり、 6ケ所にそれを配して装飾している。

大形土拡の東壁に接し、長軸1.7m ・短軸80cmを測る隅丸長方形の土拡墓が、主軸を

N22Wにとって存在する。

また、 NS -1 T北端にも 長軸 2.1m ・短軸80cmの土拡墓が主軸を N72Eにとって存

在する。この土拡墓にも供献された土器群があ って、すべて破壊された状態であった。

土器類は嚢形土器を主体として、鉢・器台形土器などがある。土器類は赤褐色、または

淡黄褐色を呈し、 'T字形」口縁をもち、口縁下にム凸帯を有するものもある。器体外

面は縦位の刷毛調整のあと横撫で仕上げる手法をとるものもある。

(3)平安時代の墳墓(第41・42図)

N S -1 Tの北端部に平安時代の墳墓遺構と推定されるものが存在している。直径2.7 

mの円形を呈し、中央の最深部で55cmを測る 。このPitの中央底部から20cm浮いた位置

に須恵器系壷形土器が横倒しの状態で、また、東端部に暗褐色を呈する須恵器系坪形土

器が各々 l個づっ出土している。
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Pit 2 Pit 1の南西に接して穿たれた竪穴であって、一辺 2.2mの隅丸方形を呈し、

深さ 1mを測る。この大形 Pitから底部に板目をもっ坪形土器が、 また、下方に開く高

台を付した坪形土器が各々 1個出土した。いずれも土師器系土器である。

Pit 3 大形ピ ットの南東 1mに住置し、 一辺95cmの隅丸方形を呈し、深さ 56cmを測

る。この小Pitの底部近くから土師器系盤が伏せた状態で出土した。

〉σ 。

O 2m 
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4.土生C遺跡

国指定史跡「土生遺跡」の東限から東 100m地点に土生C遺跡の西限がある。 EW-

3Tを中心として南北約 100m・東西約 100mのほぼ円形の範囲内が土生C遺跡と推定

される。

EW-3Tの探査によると弥生時代の大形土拡墓と孤状溝墓と推定される遺構および

井戸祉が確認された。

(1) 土拡墓 (第45図)

EW-3TのPoint 1に位置し、長辺 4.3m・短辺1.6mの長方形を呈する土拡墓で

あろうと推定される。拡内には嚢・鉢・高坪・器台形土器などが破壊された状態で出土

した。これらの土器群は「逆L字形」の口縁部をもち、その口縁部は横撫で調整、口縁

部より下住は刷毛目調整を施している。

(2) 孤状溝墓(第46図)

大形土拡墓の東方12m地点に孤状溝

墓と推定される遺構がある。

のこ孤状溝は、南東で袋状に終了し、

幅 2.5mで約8m西へ進み、その地点

から溝の幅を1.5m狭めて北西方向へ

孤を描くように穿たれている。この溝

状遺構は南北(内径)lOm余の馬蹄形プ

ランをとる孤状溝であろうと推定され

る。

溝内には破壊された土器が群をなし

て堆積している。嚢・鉢・ 高I不・ 器台

および筒形器台などがある。この土器

類の口縁部は 'T字形」をなし横撫で

調整、器体外面は縦位の刷毛調整をな

しており、内側はその上から横斜位で

撫上げているのもみられる。

(3) 井戸枇(第44図)

土拡墓の西北 5m地点に井戸土l上があ

る。この井戸祉は構造的に 2つの部分

から成っている。上部構造は、上面径

1.5mX 1.9mの楕円形で 、ほぼ垂直

に約80cm1屈り下げであり、 l幅20cm・厚

さ 1.5cm程度の板材を幾重か並べて、

倒壊を防止する為に径 5cm程度の

o 日!Crn. 
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第44図 井戸祉実測図
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丸材で輪を作ったものを内側にはめこんで補強し、井戸枠となしている。水溜場は上部

構造の下面で、径60cm・底部で、径50cmの円筒形であって、その深さは70cmであるが、下部

構造は素掘りのままとなり、枠組などの施設はない。技術的に高度な造りの井戸であろ

つ。

5.土生第5号住居士止出土木製漆器の理科学的分析

(1) 解剖学的性質の特徴

散孔材、管孔はやや斜めに配列する。管孔は単濁又は複合、複合管孔は 2-4個宛放

射方向に連結するものが多い。単濁管孔の最大接線径 110μ 、最大放射径 130μ 、切口

は楕円形乃至円形、穿孔板は傾斜し、穿孔は単一および階段状、横線の残存する部分が

極めて少なく最高のもので 5十α 本で、割合に太い。導管内壁に、残っている部分は少

ないが細かい螺旋紋が存在する。導管相互間の有縁膜孔は交E状で、直径 7.5μ 前後、

導管と放射組織との接する部分の膜孔は階段状、棚状、楕円形、そして細長い半月形と

さまざまである。ストランド柔細胞は周風状で、その存在数は比較的多く、直径13-40 

μ、直径70μ 、高さ 105μ 大の大形の油細胞が多く存在する。木部繊維細胞の直径15-

20μ 、時に隔膜繊維細胞が存在する。

放射組織は異性で 1-2(3)細胞列、多列放射組織は 780μ に至る。複色物質が多く充

填している。

導管の穿孔板が単ーと階段状とを交えることと、油細胞が存在することから、クスノ

キ科のものであることは間違いない。資料は径30cm程の板材で、あるごとから、この科の

もので樹幹が30cmを越える程の高木になるものではクスノキ属のクスノキ、ヤブニッケ

イ、タブノキ属のタブノキ、アオガシ、これに次いで、シロダモ属のシロダモ、イヌガ

シ、ハマピワ、パリパリノキおよびカゴノキ属のカゴノキなどが考えられる。シロダモ

属およびカゴノキは導管相互間の膜孔が小径で、かっハマピワ以外は管孔が小さい。し

かしハマピワでは放射組織の単列のものの存在数が少ない。従ってクスノキ属とタブノ

キ属のものに絞られるが、クスノキは管孔の大きさが 200μ 、 300μ と極めて大きく、

かっ多列放射組織の高さが 410μ 止り位で低い。

なお、ヤブニッケイを含めてこの属のものは単列放射組織の存在数が少ない。タブノ

キ属のタブノキおよびアオガシでは前者が後者より、油細胞が多く存在し、かっ導管内

堅の螺旋紋も明瞭で、あり、従って細胞膜の損傷していることの多い発掘材などもで残存

する可能性が高い。また管孔の大きさも、タブノキでは最大接線径 120μ 、最大放射径

130μ 、アオガシでは同じく 115μ 、 120μ でタブノキがやや大径であり、資料のもの

に近い値を示している。以上のことなどを考察してMachilusthunbergi i Sieb et Zucc. 

タブノキとS監定した。
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(2) 塗膜の同定

赤外吸収スペクトルの服収曲線をみると(第45図)硬化した漆塗膜の特徴である3400

cm-l付近、 1700-1600cm-l、1460-1430cm-l、1265cm-j、1200cm-l付近に吸収がみられ

る。従って、明らかに漆塗膜であると断定される。

そしてこの漆塗膜は上記の各特性吸収が比較的はっきりみられる点から、劣化が極め

て少くないことがわかるし、長年空気中、若しくは紫外線(日光)に曝露された場合に

起る 1700cm-l付近の吸収の増加が殆んどない点から、塗膜は殆んど光にあたらなかった

か、酸素不足の環境下で、硬化したとも推定される。

事実この塗膜の外観は極めて、光沢がすぐれ、強靭性であって、とても、弥生時代の

漆塗膜とは考えられないほどである。

漆塗膜の初期重合過程は、包囲環境の湿度、酸素濃度によって著しく影響され、最適

条件下で硬化した場合には堅牢な塗膜になるが、条件が悪い場合には劣化しやすいと考

えられるので、ごのような完壁に近い状態で出土したのは、硬化環境が最適であり、し

かも保存環境も前記したように、ほぽ理想的であったためと考えられる。
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第47図 スペクトル曲線

6.発掘された木材の保存処理の実際

昭和46年 9月、佐賀県三日月町土生遺跡第一次調査において多量の木材(製品)が出

土したことによって木材処理の機運が高まったことは事実である。しかし、実際には各

遺跡における木材の処理方法の不始末から乾燥させ、資料的価値を無にしてきているの

が現状ではなかろうか。

昭和47年 3月、奈良国立文化財研究所の沢田技官に「木器の P・E・G処理」につい

て高説をたまわる機会を得たのは佐賀県立博物館においてであった。氏の理論は「木材

に内蔵されている水分を P・E.Gと置換することによって樹脂加工する」ことであっ

た。(もちろん、その時点で「真空冷凍乾燥法」による木材処理が可能であったが、設
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備等に多大の費用を要することが懸念されたのであった。)そこでポリ風呂に P・E.

G 1800番を溶解して木材の処理に 当ったのであった。(しかし、その結果は水分と P ・

E.Gの置換はなされなかった一一処理方法に間違いがあったのかも知れない。)

その年の八月、県教委に文化課が創設されるとともに文化財係に赴任、同年10月土生

遺跡の第二次調査を担当することになったのである。

木材処理の実際(1)

木材処理についての研究機関は前述の奈良文研、奈良県元興寺文化財研究所などに限

られ普及していないのが現状である。発掘調査は日毎に増加し面的にも拡大されつつあ

るとき「発掘現場で木材をいかに現形保存をなすか」ということが調査担当者の第一の

課題であり責務であろう。結論から述べると、 「土中に保存された状態に一一環境にす

れば木材保存は理論的に可能である。」簡単なことである。そこで、

①空気中に直接木材を露出させないこと。

②できれば密閉して空気の流通を阻止すること。

③木材の組織が破壊されている資料が多いので現形保存につとめること O

④腐蝕しない様にすること。

などが調査現場等で処置しなければならない必須条件である。

これらの条件を満たすーっの処理方法として私は

①木材等が出土した場合は、すみやかにその資料の調査を終了させるように心掛ける。

②調査終了までは水分を補給し、ピ、ニール等をいつも覆うようにする。

③調査が終了したら、ベニヤ板等で添木をつくり(板には必らず防湿加工をすること

)、ポリエチレン袋に密閉するようにする。(できれば防腐剤を数滴落したい。)

この処理方法をとれば数年間現状保持ができるのである。

木材資料を水に浸しておく方法があるが、その管理が難しいばかりか、資料の移動(

水流など)によって端々が破壊されていくのが現状であって保存処理方法ではさけたい

ものである。

ともあれ、ビニール袋梱包、水槽水処理のいずれにしても、長期間における資料の保

存処理ではない。この間にあって前述の研究機関に依頼して永久保存処理を行うべきで

あろう。

しかし、近々の木材資料の出土例は急激に上昇し、前述の機関だけでは処理し得ない

ことは明白であろう。しからば地方における木材資料は?ということになるのである。

木材処理の実際(II ) 

ともかく、発掘現場から持参した木製品(木材)をいかに永久保存するか。この命題

の解決策を考慮するのも考古学を学ぶものの一つの課題ではなかろうか。
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P・E.Gの水槽処理一一暖かければ溶解し、寒いと溶液は凝固する。水槽内におけ

る溶液の密度は一定ではないはずである。溶液が凝固する状態に近まれば沈澱するし、

溶液の上下の密度の差がある。要するに、温度を一定にして P.E.Gの密度を一定に

すれば、その処理の可能性は高まる。

そこで、溶液の温度を一定・濃度を一定に保つということは難しい問題であるが、こ

の時点で「夕日欠流恒温対流式木器処理器」を考案したのであった。昭和49年度末のこと

であった。

①水糟を用意する。

②電気ヒーターを入れる。

③水を撹拝するポンプを入れる。

水槽は、 厚さ3cmの板材を用いて縦170cm、横170cm、j架さ 90cm(こした。 内相IJにはトタ

ンを張り防錆のためにパインダー液を塗布した。この場合、ステンレス張りにすること

が望ましし」この水槽内に 3枚の仕切り板を立てて 4室となしその仕切板の片方を水槽

壁面から30cmはなすことによって、 4室が連結される。

そこで、第 1室の奥の壁面にポンプを据え、第 4室へ塩ビ管(直径10cm)を配し溶液

を移送させる。第 4室にサーモスタットのついた電気ヒーターを設置し、各室に水中温

度計を配するごとによって水槽の完成で、ある。

木材処理の実際(III ) 

P . E . G4000番を溶解して水槽に入れ(i農度を測定しておく)運転を開始する。ビ

ニール袋に栂包された木材を水洗して重量を測定しておく O 用意された塩ピの小コンテ

ナ(金制は錆びるので好ましくない。)に資料を数点入れ蓋をして水槽に浸す。この場

合、資料の現状写真を撮影しておきたい。溶液の温度は摂氏40度から45度の聞に維持す

ることが大切である。高温すぎると板材等の薄い資料は極度に変形するからであり、又、

低温であると溶液の濃度差が生じるからでもある。

水槽内の水分は刻々と蒸発するので、蓋を用い、更に 2日に l度は水を補給して溶液

の濃度を一定にすることに努めねばならなし」

現在資料を処理してから 150日間を経過した結果、柱材等を除きやや薄手の資料は、

P・E ・Gと水分との置換が終了に近づいていることが判明する。(重量測定により)

ごうして処理された木材は空気中に放置しでも或る程度はその変形が防止されること

になったのである(硬度テストをしていないのでその実数を明らかにすることはできな

いが)。

とにかく、初期の目的である暫定的な木材保存処理が可能になったわけである。未だ

処理実験段階であるので処理方法に改良を加えていき、永久的な処理方法をと思考して

いる。なお、現在の P・E.G液は木材を黒変させる欠点があるので、 P.E.G液自

体の改良が望まれるとともに、処理後の漂白環元についても 実験を続けていきたい。
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土生部落から石木部落にかける広大な範囲の中に土生遺跡群は存在する。国指定史跡

「土生遺跡」は弥生時代の集落祉であり 、そ の北部に位置する土生B遺跡は弥生時代の

集落祉と墳墓および平安時代の墳墓からなる複合遺跡である。また土生 C遺跡、は弥生時

代の集落祉と墳墓から形成された遺跡であると推定される。

1 .土器の分類

土生遺跡を含めた土生遺跡群から出土する土器の量は実に多量であるが土器はいくつ

かに分類することが可能である。ここでは朝鮮系土器と弥生式土器に大分類し、それぞ

れを更にいくつかに細分類したが、その一つの細分類においても更に細々分類が可能と

思考されるが、こ こでは細分類までにとどめておくことにした。

(1) 朝鮮系土器

日本における弥生式土器とは異質な土器群であって、南朝鮮における無文土器の系統

をひく土器群と黒色研磨土器の系統をもっ土器群とが認められる。

① 無文土器系土器

土生第 I類無文土器 第I類無文土器は南朝鮮における無文土器と同様な形態をと

る土器であって第 9号住居祉出土の饗形土器に代表されるものである。やや張りのある

腹部がほぼ中央にあって、断面丸形の紐をめぐらせて口縁部をつくっている。

砂質を多量に含む胎土であって、焼成は良好で、ある。器体は凹凸がはげしく箆による

撫で調整がなされたあと、口縁部は指による横撫によって仕上げる手法である。この時

期に板付E式大形土器の肩部に組み合せ式牛角把手の角先を上に向けて肩部に 2個配す

る技法も取り入れられている。

土生第E類無文土器 第E類無文土器は口縁部を除き、器形・調整等の手法は第 I

類無文土器と変りはない。異るところは口縁部の構造である。即ち口縁部に付着させる

紐帯の断面が丸形から三角形状一一日発状に変化したことであ って、第 3号住居社出土の

饗形土器、或は第 2号住居祉出土の饗形土器にその類例を求めることができょう。しか

し、第E類無文土器も単一の形式ではなく、その口縁部の造り方にはいくらかの相異が

認められる。例えば土生 B遺跡第22号貯蔵庫出土の饗形土器は、口縁部に粘土紐帯を附

着することなく器体の最上端を外方に折りまげ口唇下面を指で上方に押圧して口縁部を

つくり横撫で仕上げた土器(第E類 a)、器体の上端に粘土紐帯をまき、口唇下面を極

端に強く上方に押圧し、口先の短かい噛状を呈する口縁部を横撫で仕上げた土生遺跡、第

3号祉出土の土器(第E類 b)、同じく第 3号祉出土の饗形土器の ように三角形凸帯を

附着させて口縁部をつくり、口唇下面を弱く圧した後横撫で調整した土器(第E類 c)、

そして、口縁内側の陵線がゆるやかな曲線をもった前群に比して、 「逆L字状」に鋭角

な曲線をもっ第 3号祉出土の饗形土器に代表される土器群である。この土器群も口唇下

面を指で弱く圧して整形した後に横撫で仕上げをしている(第H類 d)。
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このように、第H類無文土器はバラエティーに豊んだ器形とその製作技術を包含して

いるといえよう。第E類 cおよび第H類 d無文土器には弥生式土器の製作技法の導入が

考えられるのではなかろうか。

また、第 I類無文土器が単独に出土するのは第 9号祉のみであ って、第 2号祉Aでは

第 2類 cと共存している。第E類無文土器のみを出土する第 3号祉においては、第E類

b . c • dが出土している。

第 9号祉の第 I類土器に共件した組み合せ式牛角把手は、第22号貯蔵庫祉などの第H

類 c無文土器にもそれが見られる。

② 黒色研磨土器

精選された粘土に極微細砂粉を少量包含する胎土であって焼成良好である。器面は箆

で良く研磨され光沢を発するものもある。無文土器系土器を出土する遺構には必ずこの

黒色研磨土器が共伴するが、警形土器は見られない。高坪形土器の月部は漏斗形を呈す

るものもあって特色ある高時形土器である。また、壷形土器や器台形土器などがあるが

その量は無文土器系土器に比して少ない。

第I類無文土器は第E類無文土器に先行することが帰納されるといえる。第 I類無文

土器に後続する第H類無文土器の多様性は、時間差からくる現われではなく、同一時間

帯の中における製作技術の多様性にそれを見ることができょう。また、第 I類無文土器

は、第 9号住居土止出土のものにみられるように前期後半に比定される弥生式土器と共伴

するところから、それと同時期に、その技術が導入されたものと考えられる。第 I類無

文土器を出土する遺跡は、土生遺跡と同じく有明海沿岸である熊本市八幡塚遺跡、玄海

灘に面する福岡市諸問遺跡や北九州原遺跡などが知られているに過ぎない。

朝鮮式支石墓が玄海灘に面する地域と有明海に面する地域へ同時期に伝播している事

実からすると、朝鮮系土器に代弁される朝鮮の文化は玄海灘と有明海の双方から北九州|

地方にもたらされたものではなかろうか。ごのことは無文土器や黒色研磨土器の上から

ばかりでなく、金海式土器・漢式鏡・青銅利器などの導入と合せて思考されなければな

らないのであって、弥生時代における稲作技術等の導入に次ぐ第二次の大がかりな大陸

文化の導入として受け取められるのであろう。

なお、朝鮮系土器は一一少なくとも第 I類無文土器は南朝鮮で、朝鮮人によってある

いは日本人によって作られたものであろうか。それとも、南朝鮮でその技術を修得して

来た日本人によって吾が国で製作されたものであろうか。或いは渡来した朝鮮人によっ

て製作されたものであろうか。 日本と朝鮮における土器および粘土などの科学的分析の

データができれば更に新しい事実が判明するのではなかろうか。しかし第 E類無文土器

はわが国において日本人が製作した可能性が強いことが土器の形態から予測されるので

はなかろうか。とにかく、弥生時代前期後半に無文土器製作の技術(人?)が導入され

たのであるが、その製作技術の伝統は永続することなく分岐し、また弥生時代中期を迎

える頃までに弥生式土器製作技術と融合して無文土器の終駕 をみるものと推察される。
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(2) 弥生式土器

弥生式土器においてもいくつかのタイプに分類される。

土生第I類弥生式土器 第 9号住居士止から出土した査形土器をもって第 I類土器と

する。

土生第H類弥生式土器 第 4 ・5号住居祉から出土する土器を第H類土器とする。

この土器類が土生遺跡群の遺構から出土する土器の主体をなすものである O

土生第国類弥生式土器 第 7号住居祉出土の土器群を当てる。木製盤や平鍬を出土

した貯蔵庫や小川祉、あるいは土生 B遺跡の井戸祉などがこれに入る。第H類土器に次

いで出土量が多い。

土生第百類弥生式土器 土生 B遺跡第18号貯蔵庫社出土の土器に代表されるもので

あって、丹塗土器もある O

土生第V類弥生式土器 土生 B遺跡16号貯蔵庫祉出土の土器をこの類形にあてる。

2.土生遺跡の時代

土生遺跡、を形成した人々の農耕生活が始ったのは、朝鮮の文化を伴なった特徴ある生

活の場が展開されるようになったころからと考えられる Oこれは無文土器の時代であり、

また土生第 I類弥生式土器の時代でもあった O この時期は弥生時代前期後半の頃と推察

される。従って、この類型の土器群を土生 I式土器と称する。第 I類弥生式土器を土生

1 a式土器といい、第 I類無文土器を土生 1b式土器、 および第H類無文土器を土生 I

V式土器と呼称することとする O

土生 I式土器は時間の経過の中で技術的に改良され融合しながら、第E類弥生式土器

を生成するごととなったものと推察されるのである。この時期に土生の集落は急速に拡

大されたものと考えられる。この時期を土生E式土器の時代と称する。

土生遺跡群の人々の生活が最高潮に充実 した時期が、土生E式土器の時期であり土生

第田類土器の生産された時期、つまり土生皿式土器の時期であったものと推察されるの

であって、それは弥生時代中期初頭から中期中葉にさしかかる頃までと考えられる O

土生田式土器の時代が過ぎると急に集落はその数を減じ、土生第百式土器(土生第百

類弥生式土器)、土生V式土器(土生第V類弥生式土器)の時期、つまり弥生時代も後

期にさしかかるころ所謂土生遺跡は終駕したものと考えられる O

その後、数世紀を経て土生B遺跡においては、その北部一帯に平安時代の墳墓が形成

されたものと推察されるのである 。

3.生活祉

(1)住居社、竪穴住居祉のプランには一定した規範は認められない。隅丸長方形を基

本とするが不整形である O 時期差も認められずバラエティに富んでいる。しかし、特色

ある住居祉は土生 I式土器の終末頃と推定される第 2住居牡であって、楕円形プランを

併置させその端に貯蔵庫を付して一つの屋根で覆う形態をとっているのが注目される。
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また、土生E式土器を出土する第 5号住居祉は隅丸の台形状を呈する O 住居祉の床面に

は多数の広葉樹の木の葉(楠?)を敷きつめているのが一般的であって、除湿・防湿の

工夫がなされている。

(2) 貯蔵庫、住居祉内の一隅に貯蔵庫(場所)を設ける場合と、屋外に独立させた棟

を建てて貯蔵庫(穴)を設ける場合とが見られる。

(3)柱社家屋の柱は、直径10cm-15cm丸材を用いている。木材の先端は伐採したまま

の状態 鉛筆の如く先端が尖っているもの、或いはそれを二次的に加工してやや平面

をなすものとがある o また先端部にはエツリ穴をもつものもある。

掘立柱の据え方には 3つの方法がとられている。第 lはそのまま埋め込んだもの、第

2は礎板や樹皮などを敷いた上に柱を建て埋め込んだもの、第 3は柱の先端に柄をっく

り横木をそれにはめ込んだもの、あるいは横木に切り込みを入れ柱の柄と組合せて埋め

込む手法がとられているものなどがある O 第 1・第 2の手法は一般的に見られる手法で

あるが、第 3の手法は土生E式土器の時代に伴って出現している。

4.木製品

木製品には鍬・鋤などの農耕生産用具 ・織具などの製品加工用具、竪杵などの食料品

加工用具・盤・高月・杓子などの食膳用具などがある。農耕生産用具は土生H式土器に

伴っ て出現している 。 この H~:~m に一木製長子杓子が金属利器を駆使して細工されたみ

ごとな形態と、黒漆を塗布して仕上げた様は高度なその技術が出現している。また、タブ

ノキで製作された木製高坪も黒漆が塗布されておりその製作技術の高さを物語っている。

土生田式土器の時期には各種の木製品が出土する。この中で第14号貯蔵庫の杓子 ・盤

および工房社から木製剣などの未完成品が出土したことは、金属利器を使用した木器製

作が土生遺跡で行われたことを物語るものであろう 。また、小川祉から出土した杓子形

木製品も未製品である。製作上の失敗から投棄されたものかは不明であるが、食膳用杓

子としては機能的にそぐわないと思考される。従って、身の部分に掘りかけがあるとこ

ろを挟りその上面に皮をかぶせ、柄の部分へ玄をヲ|いた楽器が起想されるのである。

5.石 製 品

石製品には石庖丁 ・庸平片刃石斧 ・根棒頭環状石斧(未製品)および砥石がある。

石庖丁には半月形を呈すものと、三角形を呈 し両刃をもっ刃部がその二辺に付けられ、

両面穿孔による穴が2個配されている特色ある石庖丁とがある。また短冊形石庖丁もあ

って立岩系石庖丁と推定される。
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6.ミニチュア土器

土生遺跡と土生 B遺跡の境界と推定される小川祉から高坪 ・壷形土器など手控になる

ミニチュア土器が出土している。この小川祉は出土する土器から土生田式土器の時期と

考えられる。従って、これらのミニチュア土器もこの時期に使用されたものと推察され

る。この土器群は農耕社会に伴う祭紀が既に行われていたことを物語るものである。こ

の場合、太陽が化身されたとする雄大な天山が、その祭杷の対象となったのではなかろ

うか。また農耕神である天山 (太陽・水の神)への祭が終了した時点で祭紀用具を川中

に投棄したのではないかとも推察されるのであ って貴重な存在といえよう。

このように、土生遺跡を土器を中心に時代的にまずとらえることに主眼をおいた。

ついで、その各時期に伴う出土品一一特に木製品に留意した。中でもミニチュア土器

の出土の上限が弥生時代中期までさかのぼる事実が判明したことは意義深いものである。

尼大な資料と木器処理・行政事務と忙殺されながらの短期間における資料の整理を余

儀なくされたが、大方遺漏のない土生遺跡群の全貌を示しているものと思う 。

(昭和52年3月22日記)

【付記 1
1. この報告書(第 2部)は昭和51年度に国庫補助金を得て実施した圃場整備事業にか

かる発掘調査記録である 。

2.土生遺跡第 5号住居祉出土の木製漆器の理科学的分析について国立科学博物館の山

内文氏、並びに東京国立文化財研究所の見成敏子氏の玉稿をいただいた。厚く御礼

申し上げる。

3.遺物実測 ・整図は木下巧が担当 した O

4. 卜レースは主として木下巧・ 川頭久美が当り、服部二朗・ 原田保則が協力した。

5. なおこの報告書に掲載した土生遺跡第 1次調査分の鍬類の実測は天本洋一 ・原田保

則が当り、 トレースは松尾直子 ・藤原新子が協力した。

6. 写真関係および執筆 ・編集は木下巧が担当 した。
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I 調査の経過

1.発掘調査団

鏡、久里地区の圃場整備事業は、昭和48年度から実施されており、現在までのところ

半田川右岸部周辺 120haが終了している。佐賀県教育委員会は、唐津湾周辺における考

古学上の重要性を考慮して、当事業の実施に先行し、昭和47年度53ha、48年度75ha、49

年度80ha、50年度50ha、計 258haを対象とした確認調査を実施してきた。その際確認さ

れた寓麓、寺の下遺跡は、 48年度発掘調査を実施し、山添遺跡、は、 49年度工事区域から

除外する措置がとられた。

51年度は、唐津市宇木字東宇木の鶴崎丘陵周辺から字木川右岸にいたる、 44haの圃場

整備事業が実施されることとなった。

そこで、県教委はこの地区の発掘調査の主体者となり、事務局を文化課において調査

を実施することになった。発掘調査団は次のとおり編成された。

調査主任 木下 巧 県教委文化課文化財調査係

調査員 服 部 二 朗 イシ

原田保則 ク 嘱託

協 力 唐津市教育委員会、唐揮農林事務所、 久里・鏡地区土地改良区、地元

有志

2.発掘調査の経過

発掘調査は、昭和51年11月から翌年 1月にかけて実施した。その結果、縄文時代から

古墳時代における遺物包含層が確認された。

発掘調査日誌抄

11・5 器材搬入

11・6 丘陵縁辺部にトレンチ 1を設ける。

11・11 T2、 3、 4を設ける。耕作土下は地山であ って、水田造成時に削平されてい

るものと思われる。

11・12 T 5の調査。丘陵の裾部の傾斜面がでる。 T1内の井戸祉と思われる遺構を北

側へ拡張する際土器群に当る。

11・15 土器群を拡張する。

11・20 作業員確保が、ミカン収穫時のため困難。

12・6 T 1北側の拡張部分 (A区)を掘り下げる。

12・7 A区北へ地山の傾斜を考慮し、 B区を設定。

12・8 井戸社掘り上げ。 B区掘り下げ。T1南側に C区設定。

12・9 C区掘り下げ。 T5隣りの水田に D区設定。
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12・14 E区の掘り下げ終了。

12・15 A・B.C区、井戸祉写真撮影。 F区以降を 4mx8mのグリッドとする。道

路上の仮BM( 7，354m)から地区内に 2ケ所BMをひく。

12・16 雨天中止

12・17 D. F区掘り下げ。A.B区、井戸祉の実測にとりかかる。

12・18 H区設定。

12・21 J区設定。A.B区実測終了。

12・22 A. B区遺物のレベル測定。

12・23 L区設定。J区より 管玉、黒色土器出土。D'E区写真撮影。

12・24 A・B.C区の平板測量。H・J.L区掘り下げ。

12・25 A-C区の遺物運搬。

12・26-1・5 年末・年始のため作業中止。

1・6 G ・I区を設定、 H区拡張。T2-5の圃場平板測量。

1・7 K区設定、 J区拡張。D-L区の圃場平板測量。

1・11 K区より猷骨類出土。

1・13 L区まで掘り下げ終了。

1・14 実測開始。

1 . 17 写真撮影。

1・18 平板測量終了。各区遺物とりあげ。

1・19 土層断面図作成。 BM1・2の再点検。

1・20-3・20 遺物整理。

(服部二朗)
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医翠昨度施工地区

白 50年度終了地区
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E 歴史 的 環 境

佐賀県の唐津市近郊は、古代における大陸文化の流入地点であって、古来より考古学

界がj主目してきたところである。

貌志倭人伝には、 「戸数 4千余戸、山海に浜して居り、草木茂盛して行くに前なる人

を見ず、魚鰻を捕えることを好み、水は深浅となく皆沈没して之を捕る」と記されてい

て、 3世紀頃における唐i帯膏周辺(未慮国)の状態を伝えている O

松浦川を境にして西方の高原地帯を形成する上場地方と東方の低地帯をなす下場地方

に唐津は分けることができる。上場地方は現在でも畑作を主体とする農業であって、佐

賀県のチベットと俗称されている地域である。

下場地方には、特に宇木川中流域と半田川に狭まれる地域に縄文晩期から弥生中期の

遺跡、が密集し、中でも青銅器を共伴する字木汲田遺跡・相崎遺跡・鶴崎遺跡などが分布

している 。弥生中期以降になると松浦川の中流域にまで遺跡は面的に拡大していく様相

が認められる。

調査区近隣には、史跡葉山尻支石墓、高麓遺跡および高岸支石墓が知られている。

古墳時代を迎えると畿内的様相を呈する谷口古墳(前方後円墳) ・島田塚(前方後円

墳)火の口古墳などが築造され、副葬品も豊富で、あることが特色である。また、この時

期の住居祉として寺ノ下遺跡がある。しかし、古墳時代後期の遺跡は夕日山山系および

鏡山山系の麓に横穴式石室を内部主体とする円墳が点在しているに過ぎない。この調査

区近隣には葉山尻支石墓の近くに横穴式石室をもっ円墳が 2基ある。

稲作農耕を主体とする弥生文化の伝来地点としていち早く農耕文化を摂取したはずの

唐津における弥生文化が独自性をもつことがなく、また、 4世紀後半における朝鮮出兵

を契機として佐賀平野よりも早く畿内文化に接し神功皇后伝説・巾振山伝説などを有し

ながらこの地方に強大な政治圏を形成し得なかった要因は何にもとづくものであろうか。

その要因の一つは圃場の狭少さに基づく経済力の弱さにあるのではないかと考えられる。

その意味で、鏡・久里地区の圃場整備事業に伴う埋蔵文化財の調査では、この点につい

ても解明の手がかりが得られないものかと考えられるのである。 (木下 巧)
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東宇木遺跡皿

東字木遺跡は唐津市大字宇木字東字木に所在する 。飯盛山から北に向って延びる舌状

台地 一通称鶴崎丘陵の北方先端付近東麓の水田に住置する。鶴崎丘陵は標高12m程度

の低丘陵で東側に大森川が、西側に宇木川が流れている。水田面は標高 7m程度である。

現在この丘陵は裾部を削平して、水田とし、丘陵上は蜜柑畑として利用されている。

調査はこの削られた水田部分に 5本のトレンチを設定するとともに、基本的に幅 4m

x8mのグリット方式をも伴せた調査方法をとった。その結果、東字木遺跡は黒色堆積

土層中に遺物を包含するものであることが判明した。

第 1トレンチを設定した水田に A-C区を設けた(第 3図参照) 0 A-C区では、井

戸跡と土師器を主体とする土器類の出土があった。また、 A区中央付近よりは角材等の

出土もみられたが、その性格は不明である 。第2トレンチから第 4トレンチまでの田か

らは何の遺構もまた包含層も確認されなかった。 D区を設定した際、必要に応じその北

側に第 5トレンチを設け、包含層の深さを確認した。D-L区(第 5図参照)では、 D

.E区で丘陵裾線が東にふ くれ、 F-K区までが西に轡曲し、さらに L区では東にふく

れる傾向を示す。D.E区を除いた全区で出土した遺物は裾線外の厚い黒色堆積土から

出土した。

ー一一一一一一一 2~On1」
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第2図鶴崎丘陵周辺地形図
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(1)遺構

遺構として確認されたものには、第 1トレンチの井戸社 1基と、 K区より検出された

8個の柱穴状のピットのみでみる。このピットは不揃いであり、柱穴とはなり得ないと

思われるので、ここでは井戸祉について概述する。

井戸祉

井戸祉は第 lトレンチから A区の聞に検出された。井戸枠は長さ約70cm、直径約45cm

の木材を縦に 2分し、それを厚さ 4cmまでくり抜いた後に、両者を合掌させて造ったも

ので、直径約40cmの円形を呈する。枠材の内面は滑らかに調整され外面には樹皮が残っ

ている。また、 2枚の枠材はともに下端部を逆M字状に加工し、内側を尖らしている。

また、井戸枠設置の際の掘込み跡が検出されなかったことからみて、この井戸祉は掘込

み形を枠ぎりぎりに掘ったものか、あるいは枠を打ちこんで設置したのではないかとも

考えられる。

井戸枠の中から弥生土器と思われる小破片が検出されたが、流れ込みの可能性もあり、

また、この井戸祉に伴う遺構も検出されていない現段階でこれの時期決定を行なうべき

ではないと思われる。

土層

l層は耕作土下のもので、丘陵裾部を削平したときの土が入っており、撹乱されてい

る。遺物は暗青灰色砂層及び茶灰色砂層の上部以上から検出できる。地山は黄褐色粘土

層である。(原田保則)

aJ旦~
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1. 茶筒色粘土
(砂燦j昆り)

2.花尚岩

3. t者褐色粘土

4 黒褐色粘土

5 線灰色粘土

第4図 井戸祉実測図
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l 黄制色 i肝
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3 _ nìì' ~~色 i 肘

4. 1M品色 l刷
5. UiU求脱色粘間 l肘

6. ~IH長巴粘 l 府

7 附訂版色砂刷

8 茶l火色砂柄

9 置符色 l府(地山)

第5図 D-L区遺構配置図
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第6図土層断面図

N 東宇木遺跡の遺物

東字木遺跡から出土した主な遺物には、縄文系土器、弥生式土器、土師器、須恵器な

どの土器類、石器類、それに木製品などがある。これらの遺物は全て黒褐色から黒色の

堆積土層(一部茶灰色砂層)より検出されており、土器は全体的に摩耗が著しい。

(1)土器

弥生式土器(第 7図・図版 9) 

警形土器(第 7図 l・図版 9-4) H区より 出土した。平底の底部と直口の口縁

部をもっ嚢形土器である 。体部の外面下半は粗い刷毛目、内面は口縁部から底部付近ま

で細かい刷毛目調整を行な っている 。胎土には砂粒を含むが、比較的繊密であ って、灰

褐色を呈する。復原口径16.0cm、底径 6.7cm、器高18.2cm。

壷形土器(第 7図 2・図版 9- 2) H区より出土した。底部を欠損するが、球形

の休部に内傾する頚部と直口の口縁部をもっ形態である 。体部の器壁は厚ぼったい。体

部外面上半の一部に刷毛目調整痕、内面には指押え痕が残る 。赤褐色を呈し一部に黒斑

部分がある 。砂粒を多く含む胎土である 。口径 9.8cm、最大胴部径14.4cm。

ηく
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高時形土器(第 7図 3・図版 9- 1 ) J区より出土した。澗部を欠損しているが

高杯と思われる。月部は内轡気味にひら く埼形をなす形態で、口縁上端部は丸味をもっ。

器面の調整はおそらく撫(横位)によるものと思われる 。外面が黒褐色で内面は赤褐色

を呈する。胎土には砂粒を 多く 含む。口径15.0cm。

台付鉢形土器(第 7図 7・図版 9- 3) H区より出土した。鉢形土器に脚台を付

けた形態である。器面の調整は、鉢部内面が撫、外面が箆による縦住の削り、脚台部は

内外面とも指押えと撫によるものと思われる。外面の指押えは 1ケ所に左 ・右から 2度

行なっており全体的に右斜めに押されている。白灰色を呈する。胎土には砂粒を含む。

口径14.6cm、台部径11.5cm、器高13.9cm。

器台形土器(第 7図 4・図版 9- 7) D区より出土した。鼓形をなす形態であっ

て、内外面とも指押えによる成形を行なっている。赤褐色を呈 し砂粒を含む胎土である。

支脚形土製品A . B A (第 7図 5・図版 9-6) F区より出土 した。円筒形

を呈するが裾部は上部よりも広く 穴が上端から下端へ通る。横断面はやや楕円形を呈す

2 

明白(脳級

4 

3 

lOcm 

弥生土器実測図
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る。器面は撫調整されたと思われる。胎土には砂粒を多く含み、赤褐色を呈する。器高

14.5cmo B (第 7図6・図版 9- 5) H区より出土した。糸巻状をなす形態で穴が

上端から下端へ通る。器面は撫調整されたと思われるが、成形時の撫つけが不充分で、

端部が整っていない。赤褐色を呈し、胎土には砂粒を含む。器高 6.8cm。

以上の弥生式土器はその特徴から弥生時代後期に属するものと思われる。

土師器(第8-10図・図版10-12)

地形土器A-D A (第 8図 1・2・図版10-2・6) ともにA区より出土した。

丸底で地形をなす形態である。口縁部は内側へ内傾し、端部を丸くおさめている。外面

刷毛目、内面撫調整を行なっている。外面が赤褐色、内面が薄灰白色を呈し、胎土には

砂粒を少し多めに含む。②は口縁部が外反し、端部がとがっている。手づくねとみられ

る。茶褐色を呈し、胎土に砂粒を含む。口径 8.0cm、最大径 8.3cm、器高 6.9cmo B ( 

第 8図 3・図版10-4) A区より出土した。ほぼ直立する口頭部と球形・丸底の体

部をもっ形態である。体部外面は肩部付近で横方向、底部付近は斜、縦方向の刷毛目調

整を行なっている。口径 8.7cm、最大径10.lcm、器高10.4cmoC (第 8図4・5・図版

10-7・3) それぞれA区・ B区より出土した。短く外反する口頭部と球形・丸底

の体部をもっ形態である。④は体部外面に斜方向の刷毛目調整、⑤は口縁部内面に横方

向の刷毛目調整を行なっている。底部は焼成後の穿孔の可能性がある。④は口径 7.5cm

最大径 9.0cm、器高 9.4cmo D (第 8図 6・図版10-8) B区より出土した。外反

する口頭部に半球形の体部がつくもので、最大径と口径がほぼ同値となる形態である。

外面には刷毛目調整が行なわれている。口径 9.9cm、最大径10.lcm、器高 9.7cm。

t宛形土器(第8図7・8・図版10-1・5) ともに A区より出土した。丸底気味

の薄い底部と外反する口縁をもっ形態で、ある。⑦の調整は摩耗のためよくわからないが、

体部外面の一部に刷毛目が残る。また⑨は体部外面上部に刷毛目を数ケ所に施し、下半

部には粗い刷毛目調整を施す。外面は暗褐色、内面は赤褐色を呈する部分もある。胎土

には砂粒を含む。口径14.3cm、器高 5.9cmo

鉢形土器(第 8図 9・図版11-3 ) J区より出土した。丸底に内傾する口縁をも

っ形態であり、特徴として口唇部上面に溝を有するものである。調整は口縁部付近に横

方向の刷毛目、体部以下は斜及び縦方向の制毛目を施しており、 2-3種の刷毛を使用

したと思われる。焼成は良好で、あって、薄赤褐色を呈し、胎土に砂粒を含む。口径18.5

cm、器高16.9cm。

高月形土器A-C A (第 8図10・図版11-8) A区より出土した。印部は内脅

気味に外反する口縁部をもち身の深い形態である。脚部は柱状部が下方で広がり、さら

に裾部で屈接して外反する形態である。調整は摩耗が著しいため不明。薄赤褐色を呈し、

胎土に砂粒を多く含む。口径17.1cm、裾部径11.3cm、器高13.5cmo B (第 8図11・12・

図版11-5・7) それぞれB区・ A区より出土した。坪部は大きく外反する形態で、

脚部はラッパ状に広がり、裾部でゆるやかに外反する形態である。⑪は坪部内面に横方

向の刷毛目、脚部外面に縦方向の刷毛目調整を行なっており、黄褐色を呈する。胎土に
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砂粒を含む。口径20.6cm、裾部径13.7cm、器高13.7cm。⑫は脚部を欠損している。坪部

外面を刷毛目のあと撫、内面は上半部下側に横方向の刷毛目を施して調整している。口

径18.8cmo C (第 8図13・図版11-6 ) J区より出土した。時部は Bと同形である。

脚部は裾が屈接して外反する形態である。脚部に10面の面取りがある。調整は印部が撫

と外面下半部が回転箆削り、及び脚接合部付近に脚と直交する箆削りがみられ、脚部は

外面が箆削り、内面には指圧痕が残る。胎土は黄褐色を呈し、砂粒を含むが精織であり、

焼成も良好で、ある。口径16.9cm、裾部径 9.4cm、器高11.Ocm。

警形土器 (A~ C) ①・②はA区より、③・④はそれぞれ J区・ D区より出土し

た。A(第 9図 1・2・図版12-6・7) 丸底で球形に近い体部に短く外反する口

縁のつく形態である。調整は内面が左回りの横方向、あるいは斜位のへラ削りが行なわ

れており、①の外面は刷毛目ののち撫調整を行なっている。また②の外面は叩きを行な

ったようであり、明褐色を呈し、体部下半より底部にかけて煤の付着がみられる。胎土

は砂粒を多く含み粗い。口径17.7cm、最大径24.0cm、器高29.0cmo B (第 9図 3・図版

12-4) 丸底の底部にほぼ偏球形の体部と短く外反する口縁をもっ形態である。全

体的に摩耗が著しいが、体部外面は叩きのあと、上半は刷毛目で調整を行ない、内面も

3 
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O 開0

4
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第10図 土師器査実測図

全体的に下から上へ斜位の刷毛目を行なっているようである。暗褐色を呈し、胎土に砂

粒を多く含む。口径17.8cm、最大径21.5cm、器高20.5cmoC (第 9図 4・図版12-5 ) 

平底気味の丸底で半球状を呈する長胴の体部と短く外反する口縁をもっ形態である。調

整は刷毛目のあと指か箆状のもので調整されている。暗褐色を呈し、体部外面の上半部

に煤の付着がみられる。胎土に砂粒を含む。口径21.Ocm、最大径23.5cm、器高34.5cmo

査形土器A.B これは全てA区より出土した。 A(第10図 1・2・図版12-1・

2 ) 丸底で球形の体部と外傾する頚部をもっ形態で、ある。内面の調整は体部中位ま

で箆削りを行なっている。①は外面と内面の頭部までに丹塗りを施している。胎土は赤

褐色で砂粒を含むが、精績である。口径10.0cm、最大径14.8cm、器高15.0cmo B (第10

図 3・図版 4・12-3) 丸底で偏球形の体部に短い頭部と二重口縁をもっ形態であ

る。調整は摩耗のためよくわからないが、体部外面中位上側に刷毛目が一周するようで

ある。内面は撫調整で仕上げている 。口径 9.6cm、最大径11.5cm、器高12.6cm。

今回出土した土師器は古式土師器を中心に出土しており注目される。

口
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その他の土器類(第12図・図版11)

縄文系土器(第12図 1-4) ①・②(図版11-2) 

・③は L区より、④はD区より出土した。③は浅鉢形土

器の破片で、いわゆる黒色磨研土器といわれるものであ

って、胎土には雲母片の混入も見られる。器面は磨かれ

ている。①・②は警で、口縁あるいは体部屈接部付近に

凸帯をめぐらし、箆状または指などで刻み目を施した形

態である。①の調整は外面が貝穀条痕で、内面が最大部

付近より下は条痕を施したあと、口縁部まで撫ている。

②の調整は凸帯より下は摩耗が著しく不明だが、口縁部

付近は貝穀条痕のあと撫たようであり、内面は口縁から

貝穀条痕を施し、その後撫ているようである。②の胎土

は白灰色を呈し、砂粒を含む。口径17cm。④は底部で外

く〉

仁D

面に木葉文がみえる。届函孟副

土製品実測図第11図

須恵器印形土器(第12図 5) B区より出土した。立ちあがりは垂直に近く、口唇

部に溝を有するものである。体部下半は箆削りが行なわれたと思われ、上半から内面は

横撫で調整している。白灰色を呈し、胎土に砂粒を含むが精轍である。復原口径11.6cm

で須恵のEくらいに編年できるものと思われる。

黒色土器腕(第12図6・図版 6・11ー 1) J区より出土した。内外面とも黒色を
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第12図その他の土器実測図
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呈す、いわゆる B類に属するものである。調整は内外面とも箆磨きが行なわれており、

内面には箆先端による傷のようなものが数本残る。また高台の取り付けは、内側にはり

つけの跡が明瞭であ る。胎土は黒色を呈し、砂粒を含むが精織である。口径15.6cm、高

台径 6.8cm、器高 6.3cm。

以上、出土土器の概略を述べたが、土器片はそうとうの数量があり、紹介したのはそ

の中の残りのよい、ごく僅かなものである。須恵器、瓦器の類も全体の中では少量でトあ

るが出土している。

土製品(第11図 1・2・3) 土製品としては、 ①のC区より出土した投弾と、 B

区より出土した②のミニチュア、それに H区より出土した③(図版11-4)のぐいのみ

形の手づくね土器がある。①は長さ 4.3cm、最大径 2.3cm、②は口径 3.5cm、器高 3.6

cm。③は底径 2.9cm、器高 6.8cm。

(2)石器(第13図・図版13)

石斧(第13図 1・2・図版13-4・3) ①は K区より出土した。完形品で蛤刃系

統に属するものである。安山岩系の石材を使用し、刃部のみを研磨しており、柄取りつ

け部は敵打して調整したものと思われる。長さ 10.0cm、幅 5.0cm、厚さ 3.0cm。②はD

区より出土した。柱状片刃石斧である。安山岩系の石材を使用しており、刃部に弱感の

使用痕らしきものを認めることができる。現存長 8.0cm、幅 3.3cm、厚 3.3cm。

石庖丁 (第13図 3-6・図版13-7・6・9・8) 外轡刃半月形態に属するもの

で両面から研磨した両刃式のものである。石質は多 く硬質砂岩系の石材を使用しており、

孔は 2個で両面より穿孔しであり、使用痕などはほとんど不明である。③と④はそれぞ

れD区・ E区の裾線より内側の黒色土上部より出土したものであり、④には節理線が走

る。⑤・⑥はそれぞれG区・ I区の裾線より外側の黒色堆積土より出土したもので、⑥

はほぼ完形品であり長さ 8.7cm、幅 5.4cm、厚さ1.Ocmで、ある。

石鎌(第13図7・図版13ー 10) D区の裾線より内側の黒色土上部より出土した。

刃部は内轡刃形態の両刃式のもので、ほぼ完形品である。石材はスレート で風化及び剥

離が著しく、使用痕などは不明である。現存長 9.3側、幅(基部)3.7cm、厚さ 0.6cm。

石錘(第13図8・9・図版13-1・2) それぞれA区・ J区より出土した。円柱

状で一端が尖り気味となり、円錘に近い形態で中央部に孔を穿ち、上部には対象的に溝

をつけた形式のものである。ともに砂岩系の石材を使用しており、下半部を欠損してい

る。⑧は孔の部分が残る。現存長 5.9cm、最大幅 2.7cm、厚さ 2.5cm。

紡錘車 (第13図10・図版13-5 ) K区より出土した。角閃岩系の石材を使用して

いる。直径 5.5cm。

凹石 (第13図11・図版13-11) D区より出土した。石材は花商岩系のもので両面

を利用しており、そのうち一方はよく使われたのか、凹みが大きい。完形品で径 9.4cm

のほぼ円形、最大厚 4.2cm。

石皿(第13図12) A区より出土した。石材は花闘岩系のもので両面を利用してい

る。完形品で最大長18.3cm、幅17.2cm、厚さ 6.7cm。

砥石 (第13図13・14・図版13-12・13) ⑬は A区より出土した。石材は粘板岩系

150-



引 勺13
O 1 G 2 引

q mAGl 
7 0 5 

d1fvlfCフ~ 6 

10 ¥、ー ム〆 i ノ 11

二で一一ー¥¥

一一

/ 、
一・'. ・ --~~ 

14 

第13図 石器実測図

-151-



のもので、 4面を利用している O 幅の広い面はよく使用されたようであり、擦痕が残る 。

現存長17.2cm、幅 9.4cm、厚さ 4.1cm、⑭は J区より出土した。石材は砂岩系のもので、

9つの面取りがある。そのうちの 1面は特によく使用されていたらしく、中央が凹んで

いる。現存長26.2cm、幅10.7cm、厚さ20.7cm。

石銀(第14図 1-4・図版14-2・1・3・4) ①はE区より出土した。石材は

黒曜石で鋸歯銀系のものであるが、脚部を欠損する。裏面は偏平である。現存長2.0cm、

幅1.4cm、厚さo.35cm。②はL区より出土した。石材は黒曜石で挟りの比較的浅い五角

形銀系のもので、裏面に自然面を残す。現存長 2.4cm、幅1.1cm、厚さ 0.3cm。③と④

はB区より出土した。80cm程度の間隔をもち、③と④とのレベル差は④が15cm程下で、出

土した。③は黒曜石を石材とした柳葉形のものであり、全面に二次加工を行ない端整に

しているが、基部を欠損している 。現存長 4.6cm、幅1.4cm、厚さ 0.4cm。④は粘板岩

A~ 金(
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第14図 石器 ・石製品・木製品実測図

系の石材で、磨製有茎石鍛である。断面菱形で全面よく磨かれており、茎部には数条の

線が刻まれている。現存長 4.9cm、幅 1.6cm、厚さ 0.7cm。

石製品 (第14図5)

石製品としては、石鍋片などの他、 J区より管玉が 1個出土した。長さ 7.08mm、外径

3.00と2.88mm、孔径1.45と1.41mmで、ほぽ真直な孔が穿たれている。薄緑色を呈す碧玉

を石材とする。

木製品(第14図 6) 

木製品としては鍛が l点K区より出土している。身部の断面は三角形で、基部は円形
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を呈する形態である。板目材を利用したもので、硬質である。また基部には柄に取りつ

けるための桜皮が巻かれている。先端部と端部及び身部の一部を欠損しているが、ほぼ

完形品で、現存長10.7cm、身部最大幅 1.Ocm、基部最大径 0.7cmo 原田保則)

V むすび

半田盆地を間流する半田川は盆地の中央部で字木川と合流している。この盆地は少く

とも古墳時代前期までは水草が繁茂した沼地であったことが知られるが、いつの時代に

陸地化したかは今のところ不明である。従って水田耕作地は谷川畔の狭少な面積に限ら

らていたものと推察される。このような環境下における東宇木遺跡を形成した人々の生

活の場もごの時代と推定される。

東宇木遺跡における生活遺構を明確にすることはできなかった。水田が開発される時

点、で丘陵端の削平がなされたためである。しかし、寺の下遺跡にみるように小規模な住

居祉が存在していたものと推察される。ただ、時代は不明であるが井戸祉の存在は注目

される。丘陵上に存在する住居の近くでは地下水が低く、深い井戸を必要とするがその

技術と労力を考慮すると谷川の清水を利用することになろう。しかし、この近くに清流

は見当らない。結局、沼測に小規模な井戸枠を埋め込み滞過水を集める井戸として利用

されたものと考えられる。

この遺跡から出土する土器群は、弥生式土器と土師器に大別されるが、量的に土師器

の占める量が多 Po 弥生式土器は弥生時代中期から後期にかける時期の所産になるもの

で流れ込みと考えられる。土師器は古式土師器の範時であって、半田の寺ノ下遺跡の時

代と考えられる。また、土器の中にはその調整方法に畿内的手法がみられることは、寺

ノ下遺跡出土の土器とともに注目される。この地域における土師器には横田下古墳出土

のものがあって、興味がもたれるのである。また、佐賀平野で近年確認されてきた古式

土師器との系統についての考察も今後の研究課題であろう。

東宇木遺跡は、弥生時代から古墳時代にかけての生活祉の一端を物語るものであって、

特に古式土師器の出土は注目されるところである。

鏡・久里地区の圃場整備事業に伴う文化財調査報告書第 2集を刊行するのであるが、

この地区の調査が終了した時点で総括的に論致したい考えである。(木下 巧)
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[ 付 記 1
1.本報告書は昭和51年度国庫補助金を得て実施した圃場整備事業にかかる発掘調査の

記録である。

2. 本書の作製は県教育委員会文化課文化財調査係で行なった。編集は服部・原田が行

ない、執筆は木下・服部・原田が分担した。

3. 遺物実測には主に原田・松尾直子が、町の(2)の 1・2 ・3を松尾吉高があたり、 ト

レースは服部・原田・松尾・藤原新子が行なった。

4. 写真は木下・服部・田平徳栄が撮影した O

5. その他、仏坂勝幸・宮崎祐治・藤井信・馬場悦子・江口信子・江平奈保子の各氏の

御協力を得た O 厚く謝意を表する。
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4. 土師器査(二重口縁)出土状況
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5.井戸祉検出状況
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6. 黒色土器出土状況
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8.石銀出土状況
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11.土師器 高時・その他の土器
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